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議会運営に全力

●
監
査
委
員

浅

井

洋

子

●
議
会
運
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委
員
会

委
員
長

宮

本

泰
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副
委
員
長

堀

内
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員
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信

同

水
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正

和

同

久
保
田
克
彦
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中

島

義
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佐
藤
壽
三
郎

●
市
議
会
広
報
特
別
委
員
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委
員
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竹

内

 

勉

副
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員
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岡
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之

委

員

牧

 

重
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井

一

彦

同

宮

本

泰
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酒

井

和

裕

同

宮

坂

成

一

●
予
算
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

荒

井

 

敏

副
委
員
長

堀

内

章

一

委

員

議
長
を
除
く
全
員

●
イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
特
別
委
員
会

委
員
長

佐
藤
壽
三
郎

副
委
員
長

中

島

義

浩

委

員

議
長
を
除
く
全
員

●
市
議
会
議
員
選
挙
の
課
題
等
検
討
特
別

　
委
員
会

委
員
長

霜

田

 

剛

副
委
員
長

宮

本

泰

也

委

員

牧

 

重

信

同

堀

内

章

一

同

古

家

敏

男

同

水

越

正

和

同

久
保
田
克
彦

同

中

島

義

浩

同

佐
藤
壽
三
郎

●
長
野
広
域
連
合
議
会
議
員

中

島

義

浩

宮

本

泰

也

佐
藤
壽
三
郎

●
須
高
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

霜

田

 

剛

荒

井

一

彦

荒

井

 

敏

水

越

正

和

岡

田

宗

之

竹

内

 

勉

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
が
２
月
９
日
・
10
日
に
開
催
さ
れ
、
議
員
役
員
の
選
挙
・
選

任
が
行
わ
れ
た
。

　

議
長
に
塩
﨑
貞
夫
議
員
、
副
議
長
に
霜
田
剛
議
員
が
就
任
し
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会

や
そ
の
他
委
員
会
等
の
委
員
が
選
任
さ
れ
、
監
査
委
員
の
人
事
案
件
に
同
意
し
た
。

議
員
任
期
後

半
の
議
会
構
成

が
新
し
く
な
り
、

議
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
浅
学

非
才
の
身
で
あ

り
ま
す
が
、
利

他
実
践
に
努
め
、

市
民
か
ら
の
声

に
耳
を
傾
け
、
市
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
各

位
と
と
も
に
、
公
平
公
正
を
旨
と
し
た
議
会
運
営

を
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

今
日
、
須
坂
市
も
例
外
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
著
し
く
傷
つ
い
た
市

民
生
活
に
対
し
、
国
や
県
と
連
動
し
た
対
策
で
、

安
全
安
心
な
日
々
を
取
り
戻
さ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
当
面
の
議
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
経
済
対
策
を
始
め
、
議
会
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
や
情
報
共
有
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
大
規
模
開
発
に
伴
う
市

道
整
備
と
共
に
町
な
か
活
性
化
事
業
、
少
子
化
を

見
据
え
た
子
育
て
支
援
や
学
校
教
育
の
あ
り
方
、

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
、
自
然
災
害
対

策
な
ど
議
会
に
託
さ
れ
た
事
項
は
多
岐
に
渡
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
議
会
活
動
の
情
報
発
信
に
も

力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
、
是
々

非
々
の
立
場
か
ら
、
活
発
で
真
摯
な
議
論
に
よ
り
、

成
案
に
し
て
い
く
こ
と
が
市
民
の
た
め
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
考
え
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
副

議
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
が
誠

に
浅
学
非
才
、

職
務
の
重
大
さ

に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

昨
年
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
著
し
く
変
化
し

た
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、
自
治
体
・
議
会
の

役
割
は
一
層
重
要
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
と
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
生
か
し
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
や
社
会
福
祉
の
向
上
に

努
め
、
市
民
が
豊
か
で
幸
せ
を
感
じ
る
、
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
歩
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

議
会
は
政
策
に
対
し
是
々
非
々
で
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
は
基
よ
り
議
員
提
言
等
を
示
し
議
会
運
営
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
議
員
一

人
一
人
が
資
質
向
上
を
目
指
し
、
研
修
に
励
み
議

会
改
革
や
政
策
提
言
等
、
市
民
に
寄
り
添
い
広
く

対
話
し
課
題
解
決
に
努
め
、
地
域
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
り
ま
す
。

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
は
、
身
近
で
親
し
ま

れ
る
議
会
、
出
馬
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
等
、
議

論
を
重
ね
解
決
策
を
模
索
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

結
び
に
副
議
長
職
務
と
し
て
議
長
を
補
佐
し
支

え
て
参
り
ま
す
。
今
後
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご

指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長就任あいさつ  議長 塩﨑 貞夫

副議長就任あいさつ  副議長 霜田 剛

後期体制スター
ト

新た
な人
事

決ま
る
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会派別名簿
◎代表者  ○経理責任者

会派名 所属議員氏名

新風共創会（４）

◎ 宮本 泰也
○ 荒井 敏
  西澤えみ子
  石合 敬

輝奏会（３）
◎ 中島 義浩
○ 岡田 宗之
  浅井 洋子

日本共産党（２） ◎ 竹内 勉
○ 久保田克彦

無所属クラブ（１） ◎○佐藤壽三郎

自民・公明クラブ（５）

◎ 堀内 章一
○ 古家 敏男
  牧 重信
  荒井 一彦
  霜田 剛

貴和会（２） ◎○水越 正和
  酒井 和裕

志政会（１） ◎○塩﨑 貞夫

須坂市民クラブ（１） ◎○宮坂 成一

総務文教委員会

福祉環境委員会

経済建設委員会

堀内章一 浅井洋子 佐藤壽三郎 石合 敬
 ○宮坂成一 ◎古家敏男 

宮本泰也 酒井和裕 西澤えみ子 岡田宗之
 ○荒井一彦 ◎久保田克彦 

中島義浩 霜田 剛 竹内 勉 荒井 敏
 ○牧 重信 ◎水越正和 

総務 ･政策 ･財政 ･税 ･学校教育 ･子育て ･
消防など

健康 ･医療 ･福祉 ･環境 ･ごみ ･交通 ･人権
生涯学習・男女共同参画など

産業 ･商業 ･農業 ･道路 ･公園 ･都市計画 ･
水道 ･下水道など

市民に寄り添った

○副委員長　◎委員長



相田みつを作品を展示予定の 「須坂クラシック美術館」
（うわみせ展示室）

インター周辺開発
コロナワクチン接種で 大型予算 可決 月3

定例会
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提
案
さ
れ
た
２
０
２
１
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
の
う
ち
「
相
田

み
つ
を
展
実
行
委
員
会
負
担
金
」

４
４
８
万
円
に
つ
い
て
、
分
科
会

で
議
論
と
な
っ
た
。

最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

石
合
敬
議
員
ほ
か
１
名
か

ら
、「
①
レ
プ
リ
カ
に
よ

る
展
示
会
は
、
ほ
ん
も
の

に
よ
る
教
育
を
掲
げ
る
市

の
教
育
理
念
と
は
相
反
す

る
事
業
で
ふ
さ
わ
し
く
な

い
②
レ
プ
リ
カ
展
示
経
費

４
４
８
万
円
の
根
拠
が
曖

昧
③
文
化
振
興
事
業
団
が

実
施
す
べ
き
事
業
で
あ
り
、

一
部
力
が
あ
る
人
た
ち
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
は
、
文

化
振
興
事
業
団
及
び
学
芸

員
の
成
熟
・
育
成
を
妨
げ

る
」
と
の
理
由
か
ら
負
担

金
４
４
８
万
円
を
削
除
す

る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た

が
、
採
決
の
結
果
賛
成
少

数
（
賛
成
６
人
・
反
対
12

人
）
で
否
決
し
た
。

原
案
は
賛
成
多
数
（
賛
成
10
人

･
反
対
８
人
）
で
可
決
し
た
。

※ 

３
月
定
例
会
の
議
決
結
果
は
28
・

29
ペ
ー
ジ

今
定
例
会
は
、
２
０
２
１
年
度
当
初
予
算
案
８
件
の
ほ

か
、
２
０
２
０
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例
案
、
人
事
案
な

ど
38
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
修
正
案
１
件
を
否
決
と
し
、

そ
の
ほ
か
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
た
。

市
議
会
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置 

（
３
月
５
日
）

★
目
的

効
率
的
、
迅
速
な
議
会
運
営
を
行
う
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
議
会
な

ら
び
に
議
員
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る

⑴ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
議
会
な
ら
び
に
議
会
活
動

⑵ 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
効
率
的
な
議
会
運
営

⑶ 

そ
の
他
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議
会
な
ら
び
に
議
員
活
動
の
推
進

★
期
間 

議
員
任
期
満
了
ま
で

★
人
員 
議
長
を
除
く
議
員
18
人

委
員
長 

岡
田 

宗
之

副
委
員
長 

酒
井 

和
裕

相
田
み
つ
を
展
実
行
委
員
会
負
担
金
に
修
正
動
議

賛
成
少
数
で
否
決

討
論

　

２
０
２
１
年
度

一
般
会
計
予
算
案

 ①
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
負
担
金
５

４
２
万
円
。
滞
納
者
の
移
管
に
は
反

対
。

 ②
児
童
セ
ン
タ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
指
定
管

理
１
億
３
千
７
０
０
万
円
。
民
間
企

業
へ
の
委
託
は
疑
問
。

 ③
子
ど
も
の
医
療
費
完
全
窓
口
無
料
化
、

朝
食
を
食
べ
て
こ
な
い
児
童
・
生
徒

へ
の
朝
食
提
供
を
。

 ④
市
営
住
宅
等
管
理
業
務
委
託
料
３
千

６
７
６
万
円
。
経
費
削
減
に
な
ら
な

い
。

 ⑤
同
和
の
特
別
事
業
４
１
２
万
円
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
核
と
し
た
事
業
に
。

 ⑥
公
民
館
等
の
冷
暖
房
使
用
料
１
時
間

１
０
０
円
は
止
め
る
べ
き
。

反
対

竹
内 

勉

討
論

　

修
正
案

第
五
次
総
合
計
画
に
「
ほ
ん
も
の
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し

て
掲
げ
、
実
際
、
岡
信
孝
画
伯
の
日
本

画
を
「
本
物
の
絵
を
子
供
た
ち
に
見
せ

美
術
教
育
に
役
立
て
た
い
」
と
の
理
由

で
購
入
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
の
企

画
は
「
相
田
み
つ
を
」
レ
プ
リ
カ
展
で
、

本
物
の
作
品
展
示
で
は
な
い
。
ま
た
作

品
レ
ン
タ
ル
料
等
は
３
２
６
万
円
と
高

額
で
詳
細
不
明
。
通
販
で
同
氏
の
レ
プ

リ
カ
色
紙
は
額
付
１
万
１
千
円
～
１
万

６
５
０
０
円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

サ
イ
ズ
が
不
明
で
一
概
に
判
断
は
で

き
な
い
が
価
格
交
渉
を
す
べ
き
だ
。

賛
成

水
越 

正
和

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

議
案
審
議



◎
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
伴
う
道
路
整
備 

 

《
16
億
８
４
０
６
万
円
》

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業 

 

《
２
億
７
０
５
７
万
円
》

◎
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
・
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
除
去
食
の
提
供
開
始 

 

《
２
億
４
６
４
万
円
》

◎
北
部
運
動
場
人
工
芝
化
等
工
事 

《
１
億
８
千
万
円
》

◎
峰
の
原
地
区
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
整
備

事
業
補
助 

《
１
億
６
６
４
７
万
円
》

◎
消
防
は
し
ご
車
の
更
新 

《
１
億
４
７
７
８
万
円
》

インター周辺開発
コロナワクチン接種で
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2021 年度当初予算

対前年度 
増減率

総額  415 億 5,154 万円 △ 6.1％

一般会計   250 億 3,000 万円 △ 9.1％

特別会計   104 億 923 万円 0.9％

国民健康保険 ・・ 51 億 1,406 万円 0.3％

井上・幸高・九反田・中島財産区  
 ・・・・・・・・ 780 万円 △ 1.2％

介 護 保 険 ・・・・    45 億 7,454 万 円 1.5％

後期高齢者医療  
 ・・・・・  7 億 1,284 万円 1.2％

企業会計   61 億 1,231 万円 △ 4.4％

水道事業 ・・・・ 21 億 9,555 万円 △ 4.8％

下水道事業 ・・・・ 39 億 287 万円 △ 4.4％

宅地造成事業 ・・・・・ 1,388 万円 83.4％
（千円単位四捨五入）

事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一般会計当初予算の推移（単位：億円）

（年度）
0

50

100

150

200

250

300

2021

250.3

2020

275.5

2019

213.3

H30

203.7

H29

207.5

市税
58億3,127万円
（23.3％）

地方交付税
47億円
（18.8％）

国庫支出金
（国からの収入）
34億2,808万円
（13.7％）

市債
24億2,920万円
（9.7％）

諸収入
20億4,325万円
（8.2％）

繰入金
15億7,062万円
（6.3％）

県支出金
（県からの収入）
14億9,954万円
（6.0％）

地方消費税交付金
11億1,200万円
（4.4％）

民生費
72億2,424万円
（28.9％）

土木費
39億2.301万円
（15.7％）

総務費
34億7,115万円
（13.9％）

教育費
27億6,301万円
（11.0％）

公債費
19億7,774万円
（7.9％）

衛生費
16億9,373万円
（6.8％）

商工費
15億7,744万円
（6.3％）

消防費
10億5,110万円
（4.2％）

農林水産業費
9億1,545万円
（3.6％）

その他
4億3,313万円
（1.7％）

その他
24億1,604万円
（9.6％）

歳入歳出

2021

予算
一
般
会
計
当
初
予
算
額 

前
年
度
比
9
・
1
％
減

一般会計250億3,000万円の内訳

委
員
会

分
科
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議
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■ 第1回・第2回臨時会の議決結果 ■

全会一致による可決案件
第１回臨時会（2/3）
番  号 件        名

承認第１号
専決処分の承認（2020年度一般会計補正予算
第 12号）
2,089 万 6千円増（新型コロナワクチン接種の準備費用、医
療従事者の接種費用）

議案第１号
2020年度一般会計補正予算第 13号
7,867 万 6千円増（新型コロナ感染拡大防止対策として、仮
設トイレ配備、飲食・小売り等事業者への支援、医療従事者
への抗原検査キット配布等）

第 2 回臨時会（2/9･10） 
番  号 件        名

議案第２号
2020年度一般会計補正予算第 14号
434 万 2千円増（参議院長野県選出議員補欠選挙に必要な
費用〈年度内執行分〉）

賛否が分かれた案件

会 派
議員名

議案等名

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所
属ク 自民・公明クラブ 貴和会 志

政

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

西
澤
え
み
子

石
合 

敬

岡
田
宗
之

浅
井
洋
子

中
島
義
浩

宮
坂
成
一

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田 

剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

塩
﨑
貞
夫

議案 第１号 2020 年度一般会計補正予算第 13号に
対する附帯決議（賛成 10：反対 8）

原案●
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ● ○ ○ ● ● ● ● ● ●○○●

 ☆ ○は賛成 ●は反対
 ☆ 議長 中島 義浩は可否同数以外は採決に加わらない
 ☆ 会派名の略称：無所属ｸ→無所属ｸﾗﾌﾞ 共産→日本共産党 志政→志政会

附帯決議（要旨）
1	 施設に配布する仮設トイレ 15 台が妥当な数

であるか再度検討されたい。
2	 市内飲食店小売店等へ県からのパネル配布の

不足分については、２分の１補助率ではなく
無償とすることを検討されたい。また、先の
プレミアム付商品券の抽選に外れた方に対す
る救済策を講じられたい。

3	 抗原検査キットの配布先について、医療従事
者等以外に学校・保育園などのエッセンシャ
ルワーカーを含めるよう検討されたい。

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 6

討
論

　

附
帯
決
議

附
帯
決
議
は
、
市
長
提

出
の
原
案
に
尊
重
す
る
も

の
の
、
要
望
を
追
加
す
る

程
度
の
こ
と
と
理
解
す
る
。

よ
っ
て
、
提
出
者
の
皆
さ

ん
が
期
待
す
る
よ
う
な
市

長
へ
の
法
的
拘
束
力
は
な

い
も
の
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
委
員
会

審
査
に
お
い
て
多
岐
に
渡

っ
て
各
議
員
か
ら
の
意
見
・

要
望
が
さ
れ
て
い
る
以
上
、

屋
上
に
屋
を
重
ね
る
こ
と

は
不
要
と
考
え
て
、
附
帯

意
見
に
は
反
対
す
る
。

本
臨
時
会
に
提
案
さ
れ
た
２
０
２

０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
13
号

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
や
経
済
対
策

と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

業
務
の
継
続
を
図
る
た
め
、
早
期
に

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
独
自

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
予
算
、

７
８
６
７
万
６
千
円
が
計
上
さ
れ
た
。

補
正
予
算
可
決
後
、
宮
本
泰
也
議

員
ほ
か
１
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
附
帯

決
議
は
、
賛
成
多
数
（
賛
成
10
人
・

反
対
８
人
）
で
可
決
し
た
。

反
対

堀
内 

章
一

補正予算の主な内容
 ◎ 防災危機管理事業 
• 車椅子利用者のため小中学校・公民館等へ仮設

トイレ配備
• 体育施設等へサーマルカメラ設置

…1,655 万円
 ◎ 医療従事者等に迅速抗原検査キットを配布 

…1,155 万円
 ◎ 飲食・小売り等事業者へコロナ感染防止のた
めの取組みを支援 …4,000 万円

 ◎ パルスオキシメーターを療養者に貸与 
…72 万円

 ◎ 救急隊員の感染防止搬送用具を配備 
…304 万円

（千円以下四捨五入）

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

市
独
自
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

７
８
６
７
万
６
千
円
を
可
決

可
決

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

議
案
審
議
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2020 年度実施した「プレミアム付商品券」

■ 第３回臨時会の議決結果 ■

全会一致による可決案件
番 号 件     名

議案第 37号 2020年度一般会計補正予算第 17号

議案第 39号 2021年度国民健康保険特別会計補正予算第１号

賛否が分かれた案件

会 派
議員名

議案等名

議決●
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所
属ク 自民・公明クラブ 貴和会 志

政
市民
ク

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

西
澤
え
み
子

石
合 

敬

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田 

剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

塩
﨑
貞
夫

宮
坂
成
一

議案
第 38 号

2021 年度●
一般会計補正予算●
第１号

店舗限定プレミアム●
付商品券事業・●
飲食店等経営支援●
事業に関する●
減額修正案●
（賛成 12：反対 6）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○○－ ○

修正部分を●
除く原案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○－ ○

 ☆ ○は賛成 ●は反対
 ☆ 議長 塩﨑 貞夫は可否同数以外は採決に加わらない
 ☆ 会派名の略称：無所属ｸ→無所属ｸﾗﾌﾞ 共産→日本共産党 志政→志政会 市民ク→須坂市民クラブ

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日7

討
論

　

修
正
案

修
正
案
は
各
店
舗
へ
の
救

済
予
算
を
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
。
今
回
の
市
の
事
業

案
で
は
、
前
回
の
混
乱
を
招

き
市
民
に
不
満
を
も
た
ら
し

た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

事
業
の
二
の
舞
に
な
っ
て
し

ま
う
。
効
率
の
良
い
各
店
舗

へ
の
補
助
と
市
民
へ
平
等
と

な
る
事
業
内
容
へ
の
再
考
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

須
坂
市
で
は
市
長
が
議
会

の
附
帯
決
議
を
軽
視
し
無
視

し
続
け
て
き
た
。
よ
り
良
い

事
業
を
提
案
す
る
に
は
修
正

案
に
賛
成
す
る
ほ
か
は
な
い
。

議
案
第
38
号
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
商

店
や
飲
食
店
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
に
、「
店
舗
限
定
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
」
を
販
売
す
る

た
め
の
経
費
を
計
上
し
た
も
の
。

市
内
の
中
小
の
商
工
業
者
の

皆
さ
ん
か
ら
救
済
し
て
欲
し
い

と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
事
業
費
す

べ
て
を
減
額
す
る
こ
と
は
救
済

時
期
を
更
に
遅
ら
せ
る
こ
と
に

な
る
。

よ
っ
て
予
算
執
行
を
速
や
か

に
す
る
た
め
修
正
案
に
反
対
す

る
。

1
 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
市
内
飲
食
店
、
小
売
店

等
へ
大
き
な
売
り
上
げ
減
少
を
も
た
ら
し
一
刻
も
早
い
経
済

支
援
策
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
計
上
さ
れ
た
各
種

支
援
策
は
制
度
設
計
が
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
交

付
金
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
者
、
市
民
目
線
に
沿
っ

た
公
平
・
公
正
な
支
援
策
を
今
一
度
熟
考
す
べ
き
と
考
え
る
。

2
 「
店
舗
限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
取

扱
店
舗
に
大
型
店
も
含
む
な
ど
、
2
0
2
0
年
度
に
実
施
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
、
街
ぶ
ら
す
ざ
か
事
業
の
反

省
点
で
あ
っ
た
市
民
に
対
し
て
公
平
・
公
正
な
制
度
設
計
と

は
到
底
思
え
ず
、
こ
の
ま
ま
実
施
し
た
場
合
に
は
買
え
な
い

人
に
も
不
公
平
感
が
あ
り
、
事
業
者
に
も
市
民
に
も
寄
り
添

っ
た
事
業
で
あ
る
と
思
え
な
い
。

3
 取
扱
店
舗
は
大
型
店
舗
を
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。

4
 「
す
ざ
か
っ
テ
イ
ク
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
2
0
0

万
円
の
う
ち
景
品
代
が
40
万
円
、
そ
の
他
ポ
ス
タ
ー
印
刷
の

経
費
等
が
1
6
0
万
円
を
占
め
て
い
る
。
40
万
円
の
景
品
代

は
費
用
対
効
果
に
疑
問
が
あ
り
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。

本
臨
時
会
に
提
案
さ
れ
た
２
０
２
１
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
の
う
ち
「
商
業
振
興
事
業
」
と
し
て
１
億
６
４

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
商
店
や
飲
食
店
等
を
支

援
す
る
た
め
、
購
入
し
た
店
舗
の
み
で
利
用
で
き
る
「
店
舗

限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
１
億
６
２
０
０
万
円
、
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
の
利
用
促
進
と
飲
食
店
を
支
援
す
る
た
め
「
す
ざ

か
っ
テ
イ
ク
」
の
参
加
店
利
用
者
へ
須
坂
認
定
物
産
品
が
抽

選
で
あ
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
万
円
を
実
施
す
る
も
の
。

こ
の
予
算
案
に
対
し
て
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
質
問
が

相
次
い
だ
。

本
会
議
に
お
い
て
、
宮
本
泰
也
議
員
ほ
か
３
名
か
ら
提
出

さ
れ
た
修
正
案
は
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
（
賛
成
12
人
・

反
対
６
人
）
で
可
決
し
た
。
ま
た
、
修
正
部
分
を
除
く
原
案

は
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

修正案提出理由

市民に対して公平・公正な支援策か疑問

コロナによる経済対策の再考を
修正案 可決
商
店
・
飲
食
店
等
を
支
援
す
る
た
め
の

「
店
舗
限
定
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」等

補
正
予
算 

１
億
６
４
０
０
万
円
削
除

可
決

賛
成

石
合　

敬

討
論

　

修
正
案

原
案
賛
成

堀
内 

章
一

修
正
案
反
対

委
員
会

分
科
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

議
案
審
議



2
0
2
1
年
度 

当
初
予
算
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コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種	

	
	

２
億
７
０
５
７
万
円

Ｑ
 
副
反
応
を
懸
念
し
て
接

種
を
拒
む
方
も
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
対
応
は
。

Ａ
 
予
防
接
種
を
す
る
か
ど

う
か
は
、
か
か
り
つ
け
医
や

市
・
県
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

等
で
相
談
や
検
討
を
さ
れ
、

最
終
的
に
は
個
人
の
判
断
に

な
る
。

福
祉
会
館
の
整
備
改
修
工
事	

	

８
１
２
万
円

Ｑ
 
２
０
２
１
年
度
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
の
予
定

だ
が
、
照
明
が
暗
く
、
壁
紙

も
剥
が
れ
る
な
ど
修
繕
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

Ａ
 
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
修
繕
を
す

る
な
ら
壁
紙
の
ほ
か
畳
の
入

れ
替
え
等
必
要
な
も
の
を
検

討
し
、
再
来
年
の
当
初
予
算

で
計
上
し
た
い
。

す
ざ
か
マ
イ
ノ
ー
ト
改
定
版	

	

51
万
円

Ｑ
 
改
訂
の
理
由
・
内
容
は
。

Ａ
 
発
行
か
ら
７
年
経
過
し
、

相
続
の
法
律
改
正
や
市
内
病

院
の
変
化
、
司
法
書
士
や
弁

護
士
の
名
簿
等
を
見
直
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｉ

Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
も
書
け

る
よ
う
、
時
代
に
適
合
し
た

改
訂
版
の
作
成
を
考
え
て
い

る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費	
	

	

６
７
０
万
円

Ｑ
 
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
係
る
通

信
費
の
支
給
に
関
し
、
就
学
援
助

費
に
含
め
る
と
の
こ
と
だ
が
具
体

的
に
は
。

Ａ
 
通
信
費
に
つ
い
て
月
１
千
円
、

年
額
１
万
２
千
円
を
就
学
援
助
費

支
給
者
に
援
助
す
る
。
た
だ
し
、

実
際
学
校
で
通
信
を
利
用
し
た
か

を
確
認
し
た
上
で
支
給
す
る
。

Ｑ
 
就
学
援
助
の
対
象
家
庭
は
約

１
割
と
の
こ
と
だ
が
、
人
数
は
。

Ａ
 
小
学
生
３
３
８
人
・
中
学
生

２
２
０
人
の
計
５
５
８
人
を
見
込

ん
で
い
る
。

Ｑ
 
ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
家
庭
は

ど
の
位
か
。

Ａ
 
児
童
生
徒
３
４
０
人
程
度
で

あ
る
。

保
育
支
援
員
等
の
配
置	

	
	

８
８
７
万
円

Ｑ
 
試
行
で
保
育
支
援
員
を
配
置

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
何
園
で
何

人
の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
 
公
立
保
育
園
全
園
で
実
施
し
、

説
明
会
に
は
16
人
が
参
加
し
た
。

再
募
集
も
含
め
検
討
し
た
い
。

Ｑ
 
保
育
士
の
負
担
軽
減
は
。

Ａ
 
コ
ロ
ナ
対
策
で
、
よ
り
丁
寧

な
遊
具
の
消
毒
や
ト
イ
レ
掃
除
等

を
一
緒
に
行
う
こ
と
で
軽
減
が
図

ら
れ
る
。

相
田
み
つ
を
展	

４
４
８
万
円

Ｑ
 
市
が
直
営
で
や
る
の
は
な
ぜ

か
。

Ａ
 
銀
座
通
り
の
回
遊
増
加
と
子

育
て
世
代
に
向
け
た
教
育
的
観
点

か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
・
校
長
会
・

文
化
振
興
事
業
団
が
実
行
委
員
と

な
り
、
市
民
と
事
業
を
盛
り
上
げ

た
い
た
め
、
実
行
委
員
会
方
式
と

し
た
。

医
療
・
福
祉

教
育
・
子
育
て
・

文
化
振
興

救
急
救
命
士
の
養
成	

	
	

４
７
５
万
円

Ｑ
 
何
人
受
講
す
る
の
か
。

Ａ
 
２
年
度
分
の
２
人
で
あ
る
。

Ｑ
 
入
校
負
担
金
が
高
く
な
っ
て

い
る
が
理
由
は
。

Ａ
 
入
校
期
間
は
前
期
・
後
期
そ

れ
ぞ
れ
概
ね
半
年
で
、
日
数
が
若

干
異
な
る
こ
と
か
ら
前
期
が
２
０

８
万
６
千
円
、
後
期
が
２
１
０
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
記
録
作
成
業
務	

	
	

１
３
０
万
円

Ｑ
 
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
災

害
記
録
誌
の
配
布
範
囲
と
発
行
時

期
は
。

Ａ
 
応
援
や
お
見
舞
い
い
た
だ
い

た
自
治
体
等
・
市
内
各
町
・
市
関

連
施
設
等
を
配
布
予
定
と
し
て
お

り
、
12
月
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付	

	
	

１
２
５
３
万
円

Ｑ
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
率
は
。

Ａ
 
２
月
末
時
点
、
申
請
率
は

23
・
１
％
、
交
付
率
は
18
・
３
％
。

カ
ー
ド
未
取
得
者
に
は
地
方
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
通
知
が

送
ら
れ
、
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交

付
開
始
ま
で
１
年
半
程
に
迫
り
、

最
近
申
請
者
が
増
加
し
て
い
る
。

消
防
・
防
災
・

個
人
番
号

今後、マイナンバーカードで 
住民票等がコンビニ交付可能に

時代に合った「すざかマイノート」に

福祉会館のエレベーター 
改修箇所を現地調査

議
案
審
議

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

分
科
会



2
0
2
0
年
度 

補
正
予
算

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日9

【
仮
称
】
須
坂
未
来
塾
の
開
校	

	

（
産
業
人
材
育
成
事
業
）	

２
６
万
円

Ｑ
 
事
業
の
詳
細
は
。

Ａ
 
２
０
２
１
年
度
よ
り
須
坂
市
出
身
で

元
東
京
工
業
大
学
大
学
院
教
授 

馬
場
俊
秀

氏
に
産
業
人
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就

任
い
た
だ
き
、
市
内
中
・
高
・
大
学
生
を

対
象
と
し
た
30
～
50
人
規
模
の
講
演
会
や

講
座
を
年
２
回
程
度
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
 
ど
の
よ
う
な
講
演
会
を
開
く
の
か
。

Ａ
 
運
営
委
員
会
で
講
演
内
容
や
講
師
の

選
定
、
日
程
を
協
議
し
て
い
く
。
ま
た
㈱

グ
ー
ラ
イ
ト
に
映
像
作
成
を
委
託
し
、
市

内
の
小
･
中
･
高
校
等
30
箇
所
へ
映
像
の

配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

須
坂
温
泉
㈱
か
ら
の
返
済
金	

４
０
０
万
円

Ｑ
 
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
な
く
予
定
通
り
返

済
で
き
る
の
か
。

Ａ
 
㈱
古
城
荘
か
ら
の
家
賃
が
唯
一
の
収

入
で
あ
り
現
在
の
減
額
し
た
家
賃
で
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
取
締
役
会
の

意
見
も
聞
く
。
市
と
し
て
は
返
済
が
滞
る

こ
と
の
な
い
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
五
味
池
破
風

高
原
の
地
域
活
性
化
事
業	

１
０
０
万
円

Ｑ
 
ど
の
よ
う
な
方
を
募
集
し
て
事
業
を

実
施
す
る
の
か
。

Ａ
 
仕
事
や
趣
味
等
で
登
山
や
キ
ャ
ン
プ

に
精
通
し
て
い
る
方
で
、
キ
ャ
ン
プ
教
室
・

食
材
の
提
供
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
魅
力

の
Ｐ
Ｒ
等
の
活
動
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住
支
援
事

業
支
援
金	

２
６
０
万
円

Ｑ
 
昨
年
度
よ
り
１
０
０
万
円
の
減
額
だ

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
の
か
。

Ａ
 
２
０
２
０
年
度
の
申
請
は
０
件
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
考
慮
し
予
算
計
上

し
た
。

児
童
生
徒
の
健
康
管
理

Ｑ
 
精
査
に
よ
る
減
額
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
検
査
で
全
て
受
診
さ
れ
た

か
。

Ａ
 
児
童
生
徒
は
心
電
図
・
尿
検
査
・

貧
血
検
査
で
小
学
校
５
年
生
と
中
学
校

２
年
生
対
象
の
生
活
習
慣
病
検
査
な
ど
。

教
職
員
は
36
歳
以
上
の
胃
検
診
・
血

液
検
査
・
特
定
検
診
・
Ｂ
型
肝
炎
の
ウ

イ
ル
ス
検
査
な
ど
で
全
員
が
受
診
し
た
。

文
化
財
調
査
研
究
事
業
の
掘
削
業
務
等

委
託
料

Ｑ
 
減
額
内
容
は
。

Ａ
 
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
工
事
場
所
か
ら

遺
跡
が
出
な
い
か
、
埋
蔵
文
化
財
専
門

の
職
員
が
試
掘
し
、
遺
跡
は
出
な
い
と

判
明
し
た
。

須
坂
市
動
物
園

Ｑ
 
入
園

料
が
減
額

と
な
っ
て

い
る
が
、

昨
年
と
比

較
し
て
ど

の
程
度
減

少
し
て
い

る
の
か
。

Ａ
 
昨
年
は
13
万
人
の
方
に
入
園
い
た

だ
い
た
が
、
令
和
３
年
３
月
の
段
階
で

約
10
万
人
を
き
っ
て
い
る
。

成
人
式

Ｑ
 
中
止
決
定
の
経
過
は
。

Ａ
 
地
域
公
民
館
長
会
議
で
も
打
合
せ

を
し
、
当
初
は
延
期
を
考
え
県
内
他
市

町
村
の
動
向
も
見
て
い
た
。
１
月
10
日

の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
年
末
休
み
前

に
結
論
を
出
そ
う
と
12
月
22
日
に
理
事

者
と
、
延
期
案
も
含
め
て
最
終
打
合
せ

を
し
た
結
果
、
若
者
の
健
康
安
全
を
最

優
先
に
考
慮
し
中
止
と
決
定
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
千
曲

Ｑ
 
３
カ
年
で
災
害
復
旧
す
る
計
画
だ

が
、
現
時
点
の
須
坂
市
負
担
予
定
額
は
。

Ａ
 
令
和
２
年
５
月
時
点
、
３
年
間
で

８
億
７
１
３
６
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。

６月は五味池破風高原のレンゲツツジが 
見ごろに

令和４年復旧予定の 
送風機設備

2
0
2
1
須
坂
市
動
物
園
の
顔 

「
モ
ル
モ
ッ
ト
の
ち
く
わ
」

産
業
振
興

（千円単位四捨五入）

議
案
審
議

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

分
科
会



1996 年配備の消防はしご車を更新予定
（２月 25 日現地調査）

福島地区の若手農家が中心となってモモの 
産地化を目指し活動を始めた

今年から販売開始される期待のぶどう新品種 
「クイーン ルージュ ®」

廃止される第２勤労者研修センターを 
現地調査（２月 25 日）

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 10

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定

Ｑ
 
令
和
３
年
度
か
ら
５

カ
年
に
わ
た
る
計
画
の
策

定
だ
が
、
事
業
費
に
見
合

っ
た
成
果
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

Ａ
 
辺
地
の
法
律
で
生
活

格
差
の
是
正
と
い
う
部
分

も
あ
る
。
ま
た
市
に
と
っ

て
重
要
な
観
光
地
で
あ
り
、

集
客
等
に
十
分
効
果
を
あ

げ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

Ｑ
 
現
況
を
見
極
め
て
新

た
な
対
策
等
も
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
 
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た

な
生
活
様
式
の
中
で
、
ア

ウ
ト
ド
ア
が
見
直
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
部
分
で
、
長

期
滞
在
し
て
い
た
だ
く
よ

う
な
環
境
を
整
え
る
動
き

も
あ
り
、
支
援
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

長
野
市
及
び
須
坂
市
に
お

け
る
連
携
中
枢
都
市
圏
に

係
る
連
携
協
約
締
結
の
一

部
変
更

Ｑ
 
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構

想
の
よ
う
な
、
先
を
見
据

え
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

構
想
は
あ
る
の
か
。

Ａ
 
現
状

で
は
具
体

的
に
な
っ

て
い
な
い
。

連
携
中
枢

都
市
圏
の

調
査
研
究

で
そ
の
よ

う
な
方
向

を
目
指
す

こ
と
も
あ

り
え
る
。

Ｑ
 
災
害

に
強
い
ス

マ
ー
ト
シ

総務文教
峰
の
原
高
原
の
公
共
施

設
を
整
備
す
る
た
め
の 

計
画
策
定

	

委
員
長

 

古
家
敏
男

	

副
委
員
長

 

宮
坂
成
一

	

委
員

 

堀
内
章
一

 

浅
井
洋
子

 

石
合 

敬

 

佐
藤
壽
三
郎

経済建設
利
用
者
減
少
や
老
朽
化

に
よ
り
第
２
勤
労
者 

研
修
セ
ン
タ
ー
廃
止

	

委
員
長

 

水
越
正
和

	

副
委
員
長

 

牧 

重
信

	

委
員

 

荒
井 

敏

 

竹
内 

勉

 

中
島
義
浩

 

霜
田 

剛

常
任
委
員
会
報
告

勤
労
者
研
修
セ
ン
タ
ー
の

条
例
改
正

Ｑ
 
今
後
の
管
理
運
営
に

不
安
は
あ
る
の
か
。

Ａ
 
昨
年
度
１
２
６
０
人

の
利
用
者
の
う
ち
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ピ
ア

ハ
ウ
ス
の
方
の
利
用
人
数

が
含
ま
れ
て
お
り
、
勤
労

者
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て

労
働
団
体
な
ど
の
利
用
者

数
が
少
な
い
中
で
、
自
主

事
業
を
実
施
す
る
面
で
も
、

使
用
料
収
入
の
面
か
ら
も

指
定
管
理
の
継
続
に
は
不

安
が
あ
る
と
い
う
話
を
現

管
理
者
か
ら
い
た
だ
い
た
。

Ｑ
 
建
物
は
築
42
年
で
、

今
後
耐
震
補
強
工
事
等
は

必
要
な
い
の
か
。

Ａ
 
過
去
に
耐
震
診
断
を

行
い
、
工
事
の
必
要
が
無

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

２
０
２
１
年
度
農
業
振
興

策
の
重
点
施
策

テ
ィ
の
実
現
は
当
然
と
考

え
る
が
、
事
業
概
要
に
載

っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
 
計
画
自
体
、
２
０
２

１
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
災
害
の
部
分
も
５

市
町
で
研
究
し
て
い
く
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

監
査
委
員
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

Ｑ
 
法
律
等
引
用
す
る
改

正
に
伴
う
部
分
以
外
は
、

市
の
監
査
実
施
手
法
に
関

す
る
改
正
な
の
か
。

Ａ
 
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

Ｑ
 
何
を
目
玉
と
し
て

事
業
を
実
施
し
て
い
く

の
か
。

Ａ
 
「
ナ
ガ
ノ
パ
ー
プ

ル
」
や
「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
を
代
表
と

す
る
果
樹
が
現
在
は
好

調
だ
が
、
農
業
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
、

遊
休
農
地
の
増
加
と
い

っ
た
農
業
が
抱
え
る
全

国
的
な
課
題
も
当
市
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な

い
。２

０
２
１
年
度
は

「
①
果
樹
の
振
興
、
②

農
業
の
担
い
手
育
成
の

推
進
、
③
農
地
の
集
積

集
約
・
団
地
化
に
向
け

た
支
援
、
④
農
業
農
村

の
発
展
と
振
興
、
⑤
林

業
の
振
興
」
の
５
つ
の

柱
を
中
心
に
新
規
事
業

も
含
め
施
策
の
展
開
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

委
員
会



本郷人権ふれあいセンター廃止に伴い現地調査
（２月 26 日）

須坂長野東インターチェンジ周辺開発計画位置図

④ものづくり産業用地
第2次用地
【約8.8ha】

③ものづくり産業用地
第1次用地
【約9.5ha】

①物流関連産業用地
【約12.5ha】

②観光集客施設用地
【約25.3ha】

須坂長野東ＩＣ

上
信
越
自
動
車
道

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日11

払
っ
て
、
後
日
口
座
に
振

り
込
ま
れ
る
。
今
回
の
改

正
で
ど
う
変
わ
る
の
か
。

答
 
整
骨
院
等
も
、
医
科

等
と
同
様
の
給
付
方
法
に

変
わ
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

介
護
保
険
条
例
の
改
正

問
 
基
金
を
取
り
崩
し
、

２
０
２
３
年
度
ま
で
の
保

険
料
基
準
額
を
月
額
５
０

４
０
円
か
ら
４
８
５
０
円

に
下
げ
る
と
、
そ
の
後
は

一
気
に
上
が
る
の
か
。

答
 
３
年
後
の
保
険
料
額

は
今
後
の
給
付
費
等
の
推

移
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、

あ
る
程
度
の
増
額
は
必
要

に
な
る
と
考
え
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
等
に

関
す
る
条
例
改
正

問
 
業
務
継
続
計
画
の
策

定
な
ど
大
き
な
改
正
だ
が
、

各
施
設
へ
の
周
知
や
指
導

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
 
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
は
市
が
説
明

会
を
開
催
。
業
務
継
続
計

画
策
定
に
つ
い
て
は
、県・

市
合
同
で
説
明
会
開
催
す

る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

福祉環境
峰
の
原
高
原
の
夏
は

観
光
最
盛
期
。

騒
音
対
策
で
休
工
し 

工
期
が
延
長

	

委
員
長

 

久
保
田
克
彦

	

副
委
員
長

 

荒
井
一
彦

	

委
員

 

宮
本
泰
也

 

岡
田
宗
之

 

西
澤
え
み
子

 

酒
井
和
裕

旧
長
野
県
須
坂
青
年
の
家

建
物
等
解
体
撤
去
工
事
請

負
変
更
契
約
の
締
結

問
 
増
額
の
管
理
経
費
が

高
い
が
、
積
算
根
拠
は
。

答
 
業
者
の
見
積
り
を
元

に
、
市
の
技
師
が
精
査
し

適
正
な
額
と
考
え
る
。

問
 
９
月
ま
で
工
期
を
延

ば
す
こ
と
で
、
ま
た
騒
音

の
苦
情
は
出
な
い
の
か
。

答
 
今
後
は
、
地
中
に
あ

る
杭
を
引
き
抜
く
工
事
の

た
め
音
は
多
く
は
出
な
い
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例

の
改
正

問
 
出
生
児
か
ら
中
学
生

ま
で
は
、
１
医
療
機
関
１

カ
月
５
０
０
円
の
支
払
い

と
な
っ
て
い
る
が
、
整
骨

院
等
で
は
、
一
旦
全
額
支

イ
ン
タ
ー
周
辺
等

開
発
特
別
委
員
会

3/17

4/22

「
観
光
集
客
施
設
」

２
０
２
４
年
３
月
末
ま
で

事
業
延
長

３
月
17
日
の
委
員
会
で

は
、
市
よ
り
開
発
事
業
者

が
進
め
て
い
る
開
発
行
為

並
び
に
農
地
転
用
の
申
請

手
続
き
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

１
月
26
日
に
「
も
の
づ

く
り
産
業
施
設
用
地
」、
２

月
17
日
に
「
観
光

集
客
施
設
用
地
」

の
開
発
申
請
が
県

に
さ
れ
、
農
地
転

用
の
許
可
申
請
も

並
行
し
て
進
め
ら

れ
、
２
月
12
日
に

も
の
づ
く
り
産
業

施
設
用
地
と
観
光

集
客
施
設
用
地
の

申
請
が
市
に
さ
れ

て
い
る
。（
そ
の
後

３
月
29
日
許
可
）

「
物
流
関
連
産

業
用
地
」
は
、
他

の
地
区
よ
り
遅
れ

て
い
る
が
、
現
在
、

開
発
許
可
・
農
地

転
用
許
可
の
申
請

に
向
け
た
事
前
の
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

な
お
、
造
成
工
事
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
工
事
車
両

の
通
行
、
工
事
に
伴
う
通

学
路
の
交
通
安
全
対
策
、

農
業
用
水
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
の
地
元
説
明
会
を

４
月
22
日
・
23
日
に
開
催

予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
。

４
月
22
日
の
委
員
会
で

は
、
㈱
長
工
よ
り
事
業
の

実
施
期
限
延
長
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
事
業
を
２
０

２
３
年
３
月
末
と
し
て
い

た
が
、「
観
光
集
客
施
設
」

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
で

用
地
交
渉
が
中
断
さ
れ
た

こ
と
や
今
後
の
資
材
調
達・

施
工
日
数
を
考
慮
し
、
２

０
２
４
年
（
令
和
６
年
）

３
月
末
ま
で
、
１
年
間
延

長
す
る
こ
と
と
し
た
。
な

お
、
具
体
的
な
オ
ー
プ
ン

時
期
に
つ
い
て
は
決
定
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
他
の

施
設
に
つ
い
て
も
進
捗
状

況
に
よ
っ
て
は
同
様
に
延

長
す
る
場
合
も
あ
る
と
の

こ
と
。

議
案
審
議

分
科
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

委
員
会



市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 12

本
定
例
会
で
は
、

代
表
質
問
と
一
般
質
問
を

３
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で

の
４
日
間
行
い
、
代
表
質

問
１
人
・
一
般
質
問
14
人

の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い

ま
す
。

一般質問

代表質問

代 表 質 問 項 目

日本共産党 
竹内 勉 

●● コロナ禍のもとで「福祉の増進」
が前進する予算になっているか
●● 命と健康、暮らし、営業を守る
予算編成になっているか
●● 安心して医療と介護のサービス
を利用できる予算になっている
か（特別会計）

一 般 質 問 項 目

岡田 宗之 
●● 新型コロナウイルス感染症
●● 行政のデジタル化

酒井 和裕 
●● 教育行政
●● 人口減少問題

浅井 洋子 
●● 多様性を認め合い、誰もが活躍
できるまちづくり
●● 誰もが安心して暮らせるまちづ
くり

荒井 敏 
●● 教育問題
●● 成年後見支援センター開設
●● 新型コロナワクチン接種

佐藤壽三郎 
●● いま、市民の生命・財産を守る
ために
●● いま、市民の生命を守るために
やらねばならぬこと
●● いま、市民があまねく食べてい
けるために
●● いま、須坂の宝である子どもた
ちをどう護るか
●● 都会からの企業のコロナ禍疎開
受け入れ

堀内 章一 
●● 地球温暖化と環境保護対策
●● 福祉行政

久保田克彦 
●● 新型コロナ感染拡大に対して市
民のいのち・暮らしを守るために
●● 国民健康保険税の引き下げを
●● 地域の歴史・文化を学び、地域
資源を生かしたまちづくりの取
り組み

牧 重信 
●● インター周辺開発
●● 子育て・就労総合支援拠点整備
事業

宮本 泰也 
●● コロナ禍における困窮している
市民への対策
●● 行政課題
●● 将来課題と広域行政

石合 敬 
●● 相田みつをレプリカ作品展代に
係る 448万円の事業費
●● コロナ対策ワクチン予定
●● 給食センター跡地利用
●● 須坂市動物園の重要度順位
●● ザカス札・プレミアム付商品券
問題精査結果

古家 敏男 
●● 疲弊している市内事業者への経
済支援策
●● 須坂市への転入者を増やすには

荒井 一彦 
●● 須坂由来の書家と画家
●● 地下水の活用

西澤えみ子 
●● 多様性を認め合い、誰もが活躍
できるまち
●● 安全・安心で快適な生活と美し
い自然環境がともにあるまち
●● 活力と賑わいのある自立したま
ち

水越 正和 
●● コビッド 19感染症予防のワク
チン接種はどのように行われる
のか
●●「臥竜公園さくらまつり」開催
●● 令和 3年の成人式中止の経緯は

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



ようやく始まる！ 
九反田の旧屋代線ガード

代表質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日13
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

コロナ禍の更なる経済対策は

お店限定商品券を考えている

コロナ第４波！ワクチン
接種も、ＰＣＲ検査も、
生業保障も遅い。もっ
と早くを望む

問
 
第
３
次
補
正
の
須

坂
市
へ
の
臨
時
交
付
金

は
２
億
７
千
万
円
程
、

１
億
９
千
万
円
程
が
手

つ
か
ず
。	

	

 
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む

市
民
と
事
業
所
へ
の
支

援
策
を
当
初
予
算
に
計

上
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。

市
長
 
２
月
３
日
の
臨

時
会
で
飲
食
店
等
感
染

対
策
、
迅
速
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
配
布
等
の
予
算

を
組
ん
だ
。	

	

 
交
付
金
残
余
は
３
月

中
に
臨
時
会
を
開
き
、

感
染
対
策
と
経
済
対
策

の
予
算
を
組
む
。
一
般

財
源
の
活
用
も
十
分
検

討
す
る
。

問
 
更
な
る
経
済
対
策

の
具
体
化
は
。

副
市
長
 
「
お
店
限
定

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
（
仮

称
）」
を
考
え
て
い
る
。

問
 
市
民
は
自
粛
を
続

け
、
経
営
や
生
活
が
ひ

っ
迫
し
て
い
る
時
に
「
自

助
・
共
助
・
公
助
が
大
切
」

は
、
冷
た
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長
 
本
当
に
困
っ
て

い
る
方
へ
の
自
助
努
力

と
い
う
意
味
合
い
で
は

な
い
。

問
 
縦
割
り
行
政
の
弊

害
と
し
て
、
市
民
が
相

談
に
来
た
場
合
、「
あ
そ

こ
へ
行
っ
て
く
れ
、
こ

こ
へ
行
っ
て
く
れ
」、
そ

う
い
う
点
で
の
不
十
分

さ
は
。

市
長
 
相
談
に
来
た
方

が
、
困
っ
て
い
る
こ
と

を
全
て
話
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
各
課
で
連
携
し

て
対
応
す
る
。

命
と
健
康
、
暮
ら
し
と

営
業
を
守
る
一
層
の
予

算
を

問
 
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

計
画
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
予
約
・

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

３
月
第
３
週
に
本
庁
舎

内
に
開
設
。
全
て
電
話

で
の
対
応
に
な
る
。
接

種
会
場
は
、
か
か
り
つ

け
医
と
体
育
館
１
施
設

を
考
え
て
い
る
。

問
 
妊
婦
と
40
歳
・
50

歳
・
60
歳
・
70
歳
の
歯

科
検
診
は
実
施
。
20
歳
・

30
歳
も
実
施
す
べ
き
で

は
。

健
康
福
祉
部
長 

20
歳
・

30
歳
が
必
要
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
状

況
を
見
て
考
え
る
。

問
 
福
祉
、
教
育
、
子

育
の
分
野
を
利
潤
追
求

が
目
的
の
民
間
企
業
に

任
せ
る
の
は
疑
問
だ
。

 
児
童
セ
ン
タ
ー
等
指

定
管
理
料
が
上
が
る
と

か
、
利
用
料
金
値
上
げ

と
か
、
指
導
経
験
の
な

い
職
員
が
増
え
る
と
か
、

そ
の
よ
う
な
心
配
は
。

教
育
次
長
 
委
託
料
は
、

市
と
事
業
者
と
で
毎
年

年
度
協
定
を
結
ん
で
い

る
。
利
用
料
は
月
額
３

千
円
、
市
で
決
め
る
。

職
員
の
採
用
は
、
事
業

者
に
対
し
て
市
で
条
件

を
付
け
て
い
る
。

問
 
旧
屋
代
線
の
ガ
ー

ド
部
分
の
道
路
整
備
計

画
は
。

副
市
長
 
九
反
田
橋
先

の
ガ
ー
ド
は
23
年
完
了

予
定
。

問
 
峰
の
原
高
原
ス
キ

ー
場
の
整
備
内
容
は
。

副
市
長
 
辺
地
債
を
活

用
し
て
、
21
年
度
は
貯

水
池
増
設
や
電
源
関
係

整
備
、
22
年
度
は
圧
雪

車
や
降
雪
機
保
管
庫
等

整
備
、
23
年
度
は
降
雪

機
・
圧
雪
車
購
入
と
リ

フ
ト
等
整
備
。

日本共産党

竹内 勉 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



スマートフォンで QR コードを 
読み込めば電話を掛けられます

一般質問

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 14
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

議会の効率的運営や活
動活性化のため、デジ
タル活用推進特別委員
会を設置しました

問
 
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推

進
計
画
」
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
推
進
す
る
の

か
。

市
長
 
Ｄ
Ｘ
は
単
に
新

た
な
情
報
技
術
を
導
入

す
る
だ
け
で
は
な
く
、

業
務
や
働
き
方
の
効
率

化
な
ど
業
務
改
革
を
図

る
こ
と
が
目
的
の
計
画
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
室

を
設
置
し
て
本
計
画
の

重
点
取
組
事
項
を
中
心

に
推
進
し
て
い
く
。

問
 
重
点
取
組
事
項
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
を
ど
う
進
め
る

か
。

市
長
 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
便
性
を
周

知
し
、
カ
ー
ド
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

導
入
を
進
め
る
。

問
 
今
後
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
い
く
上

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
が
カ
ギ
と

な
る
が
、
普
及
を
推
進

す
る
た
め
に
カ
ー
ド
を

利
用
す
る
と
何
か
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と

い
う
よ
う
な
市
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

総
務
部
長
 
他
自
治
体

で
は
、
自
治
体
ポ
イ
ン

ト
の
導
入
や
施
設
の
入

館
料
割
引
を
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今

後
ど
う
い
っ
た
も
の
が

有
効
か
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
 
民
間
企
業
に
所
属

し
た
ま
ま
地
域
に
入
っ

て
活
動
で
き
る
制
度
の

地
域
活
性
化
起
業
人
（
地

域
お
こ
し
企
業
人
）
を

採
用
す
る
が
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
期
待
す
る

か
。

市
長
 
須
坂
市
で
は
広

聴
広
報
ツ
ー
ル
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
多
く
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
い
る
が
、
民
間

企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
参

考
に
し
て
、
市
の
発
信

す
る
情
報
が
期
待
し
て

い
る
相
手
に
届
き
や
す

く
な
る
よ
う
効
果
的
な

広
聴
広
報
の
実
現
を
図

る
。

問
 
国
で
は
「
脱
は
ん

こ
」
を
進
め
て
い
る
が
、

須
坂
市
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
 
認
印
の
申

請
業
務
を
廃
止
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

令
和
３
年
６
月
議
会
で

条
例
の
改
正
を
予
定
し

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接

種問
 
接
種
方
法
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
で

接
種
す
る
「
個
別
接
種
」

と
「
集
団
接
種
」
の
併
用
。

集
団
接
種
の
会
場
は
体

育
施
設
を
検
討
し
て
い

る
。

問
 
予
約
や
相
談
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
体
制

は
。

健
康
福
祉
部
長
 
開
設

時
は
５
人
体
制
。
看
護

師
１
名
、
多
言
語
対
応

職
員
１
名
が
含
ま
れ
る
。

予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
の
電
話
予
約
と
集
団

接
種
は
ウ
ェ
ブ
予
約
も

実
施
予
定
。

問
 
住
民
票
が
あ
る
地

域
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
場
合
の
手
続
き
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
単
身

赴
任
者
や
入
院
・
入
所

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
特

別
な
事
由
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
申
請
書
類
を

提
出
す
る
こ
と
で
、
実

際
に
住
ん
で
い
る
場
所

で
の
接
種
が
可
能
と
な

る
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
室
を
設
置
し
て
進
め
る

岡田宗之 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



小中学校にタブレット導入

小学校（iPad） 中学校（Windows Lenovo）

一般質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日15
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問
 
人
口
減
少
を
最
小

限
に
抑
え
る
策
は
。

総
務
部
長
 
大
変
難
し

い
全
国
的
な
問
題
で
は

あ
る
が
、
市
と
し
て
は

「
須
坂
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
よ
り
、
雇
用
機
会
の

充
実
、
交
流
人
口
及
び

関
係
人
口
の
増
、
子
ど

も
を
産
み
や
す
く
、
育

て
や
す
い
環
境
の
整
備

な
ど
様
々
な
施
策
に
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
総
合
戦
略
は
２

０
２
１
年
度
の
「
第
六

次
総
合
計
画
」
を
統
合

し
一
体
的
に
推
進
し
、

事
業
の
効
果
検
証
を
毎

年
度
行
い
、
各
施
策
の

見
直
し
や
新
た
な
事
業

の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問
 
人
口
を
決
め
る
要

因
の
死
亡
率
・
出
生
率
・

移
動
率
な
ど
か
ら
、
今

後
の
人
口
減
少
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長
 
須
坂
市
の

人
口
１
千
人
あ
た
り
の

死
亡
率
・
出
生
率
・
移

動
率
に
つ
い
て
は
、
年

間
の
数
値
を
12
月
末
現

在
の
人
口
で
割
り
、
算

出
し
て
い
る
。
出
生
率

で
２
０
１
７
年
が
０

･
60
％
、
18
年
０
･

63

％
、
19
年
０
・
66
％
、

死
亡
率
は
２
０
１
７
年

１
･

24
％
、
18
年
１

･
28
％
、
19
年
１
･

18

％
と
な
り
、
自
然
増
加

率
は
17
年
△
０
･

64
％
、

18
年
△
０
･

65
％
、
19

年
△
０
･

52
％
、
ま
た
、

転
入
率
・
転
出
率
か
ら

社
会
増
加
率
は
２
０
１

７
年
０
･

22
％
、
18
年

０
･

11
％
、
19
年
△
０

･
24
％
と
な
り
、
こ
れ

ら
の
数
値
か
ら
死
亡
率

が
出
生
数
を
上
回
る
自

然
減
の
傾
向
は
続
く
。

社
会
増
に
つ
い
て
は
移

住
政
策
な
ど
の
成
果
は

出
て
い
る
。

今
後
の
当
市
の
人
口

の
推
移
は
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
で
２
０
６
０
年

３
万
８
８
１
人
ま
で
減

少
と
し
て
い
る
が
、
須

坂
市
総
合
戦
略
の
４
つ

の
重
点
に
よ
り
２
０
６

０
年
の
目
標
人
口
を
３

万
９
２
３
９
人
と
し
た
。

問
 
須
坂
の
住
み
や
す

さ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
人
口
抑
制
を
図
っ

て
は
。

総
務
部
長
 
重
点
戦
略

と
し
て
須
坂
市
へ
新
し

い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
観
光
の
振
興
や

移
住
定
住
の
促
進
及
び

若
者
の
結
婚
支
援
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

教
育
問
題

問
 
地
域
住
民
や
保
護

者
が
一
定
の
権
限
を
持

っ
て
学
校
運
営
に
参
画

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
を
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
あ
り
も
っ
と

進
め
て
は
。

教
育
長
 
信
州
型
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

を
構
築
し
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

問
 
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
よ
る
電
磁
波
対
策
は
。

教
育
長
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

活
用
に
よ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
健
康
面
へ
の
影

響
な
ど
、
学
校
と
家
庭

が
適
宜
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
い
く
。

スマホやネットの長時間
使用が脳の発達に悪影
響を及ぼす可能性もあ
り健康面は気をつけて

人口減少抑制策は

まち・ひと・しごと創生総合戦略を進める

酒井 和裕 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



SDGs 5
ジェンダー平等を実現しよう

男性が女性に敬意と感謝を込めて
ミモザの花を贈る

一般質問

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 16
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市議会の女性議員は２
人しかおらず、良い状
況ではない！何とかなら
ないのか

問
 
社
会
に
は
男
女
の

固
定
的
な
役
割
が
あ
り
、

家
事
･
育
児
･
介
護
は

女
性
に
偏
り
が
ち
で
、

賃
金
格
差
も
あ
る
。
女

性
は
、
社
会
に
出
て
か

ら
ス
タ
ー
ト
が
男
性
よ

り
出
遅
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
既
に
格
差
が
あ
る
。

市
役
所
で
は
女
性
を

管
理
職
と
し
て
引
き

上
げ
る
た
め
に
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
男
女
の
管
理

職
の
割
合
は
考
慮
さ

れ
て
い
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長
 
係

長
以
上
で
あ
る
役
付

職
員
は
19
市
平
均
よ

り
上
回
っ
て
い
る
。

女
性
管
理
職
の
登
用

率
を
上
げ
る
た
め
の
人

事
へ
の
反
映
は
、
か
え

っ
て
不
平
等
で
、
公
正
・

公
平
の
観
点
か
ら
不
適

切
。
職
員
全
体
の
士
気

に
影
響
す
る
。

問 

19
市
の
平
均
よ
り

上
回
っ
て
い
る
か
ら
、

何
も
し
な
い
で
よ
い
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。

思
い
切
っ
て
県
１
位
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
。

女
性
が
活
躍
す
る
須
坂

は
素
敵
だ
と
思
う
が
。

市
長
 
県
１
位
を
目
指

す
か
は
別
と
し
て
、
女

性
も
男
性
も
県
１
位
の

職
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

問
 
女
性
が
輝
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
男
性
も

輝
け
る
こ
と
。
ひ
い
て

は
「
誰
も
が
活
躍
で
き

る
ま
ち
」
に
な
る
。（
第

六
次
市
総
合
計
画
基
本

目
標
１
）
に
掲
げ
た
こ

と
は
、
掛
け
声
だ
け
で

は
な
い
と
思
う
が
。

市
長
 
能
力
・
実
績
に

基
づ
く
人
事
管
理
を
徹

底
す
る
。

若
年
性
認
知
症
へ
の
理

解
と
支
援
は

問
 
若
年
性
認
知
症
は

働
き
盛
り
の
世
代
で
発

症
す
る
た
め
、
本
人
と

家
族
へ
の
影
響
が
大
き

い
。
今
ま
で
と
違
う
変

化
に
気
づ
く
が
、
受
診

が
遅
れ
る
。
経
済
的
な

問
題
や
介
護
が
配
偶
者

に
集
中
し
が
ち
で
、
時

に
は
家
庭
内
で
複
数
介

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
あ
り
、
問
題

が
多
い
。
し
か
し
、
絶

対
数
が
少
な
く
専
門
の

サ
ー
ビ
ス
や
支
援
が
ほ

と
ん
ど
な
い
。
市
で
は

ど
の
よ
う
な
支
援
が
あ

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
若
年

性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し

な
が
ら
、
今
で
き
る
支

援
に
繋
げ
て
い
る
が
本

人
の
望
み
を
叶
え
る
社

会
的
資
源
が
少
な
く
、

情
報
も
非
常
に
少
な
い

こ
と
が
課
題
。
２
０
２

１
年
度
か
ら
計
画
年
度

と
す
る
「
須
坂
市
高
齢

者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」

で
新
た
に
若
年
性
認
知

症
に
つ
い
て
追
加
す
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
支
援
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か問
 
無
症
状
の
感
染
者

を
早
く
見
つ
け
る
こ
と

は
、
感
染
防
止
の
上
で

最
も
大
事
な
こ
と
で
あ

り
、
安
心
な
経
済
活
動

に
繋
が
る
。

健
康
福
祉
部
長
 
無
症

状
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

任
意
の
検
査
機
関
や
医

療
機
関
で
お
願
い
し
た

い
。

女
性
を
引
き
上
げ
る
市
役
所
づ
く
り
が
必
要

高
い
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
図
る

浅井 洋子 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



新型コロナワクチン 
COVID-19  Vaccine

一般質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日17
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

何でもかんでも自粛で
無く、しっかり対策をし
た上で、行事や会食を
開催してほしい

問
 
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
こ
で

ど
の
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
須
高

３
市
町
村
が
共
同
で
須

坂
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
す
る
。
開
設
は

準
備
期
間
も
含
め
て
今

年
の
秋
ご
ろ
を
見
込
ん

で
い
る
。
職
員
は
社
会

福
祉
士
を
含
め
て
３
名

程
度
を
配
置
す
る
予
定
。

問
 
判
断
能
力
が
衰
え

る
前
の
相
談
業
務
と
し

て
、「
任
意
後
見
制
度
」

や
「
死
後
事
務
委
任
契

約
」
等
を
、
後
見
人
を

引
き
受
け
る
弁
護
士
や

司
法
書
士
等
に
繋
げ
る

こ
と
や
、
低
所
得
者
に

対
応
し
、
費
用
を
抑
え

て
法
人
と
し
て
「
任
意

後
見
人
」
を
引
き
受
け

た
り
、
委
任
契
約
を
結

ん
だ
り
す
る
業
務
も
行

う
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
「
身

寄
り
問
題
」
と
し
て
、

全
国
的
に
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
制
度
の
周
知
・

啓
発
活
動
を
し
て
い
く

ほ
か
、
市
民
後
見
人
の

育
成
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

そ
れ
と
と

も
に
、「
身
寄

り
問
題
」
の

実
態
を
把
握

し
、
市
と
し

て
社
会
で
支

え
て
行
く
仕

組
み
に
つ
い

て
研
究
し
て

い
く
。

意
見
 
須
坂

市
社
会
福
祉

協
議
会
内
に

開
設
と
の
こ

と
で
、
社
協

は
各
種
支
援

業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
、

横
の
繋
が
り
を
考
え
る

と
非
常
に
結
構
で
あ
る

が
、
施
設
が
か
な
り
手

狭
で
駐
車
場
も
狭
い
の

で
そ
の
辺
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
も
そ
も
社
協
自
体

の
移
転
も
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
 
接
種
場
所
に
つ
い

て
、
集
団
接
種
は
体
育

館
を
予
定
。
個
別
接
種

は
か
か
り
つ
け
医
で
の

接
種
。		

予
約
方
法
に
つ
い
て
は
、

集
団
接
種
は
電
話
か
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
予
約

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

個
別
接
種
も
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
の
予
約
な
の

か
、
か
か
り
つ
け
医
へ

の
予
約
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
個
別

接
種
の
予
約
等
は
、
ワ

ク
チ
ン
が
い
つ
ど
の
位

届
く
の
か
確
定
し
な
い

の
で
、
ど
の
よ
う
に
予

約
す
る
か
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が

決
ま
り
次
第
、
市
民
に

予
約
方
法
等
を
案
内
す

る
。

問
 
懇
親
会
等
の
会
食

の
開
催
基
準
は
。

市
長
 
し
っ
か
り
と
感

染
対
策
を
し
た
店
で
、

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す

る
時
は
マ
ス
ク
は
ず
し
、

し
ゃ
べ
る
時
は
マ
ス
ク

を
し
て
、
大
声
は
出
さ

ず
に
会
食
を
し
て
く
だ

さ
い
。

適
正
な
感
染
対
策
を

し
た
市
内
の
飲
食
店
は
、

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
ほ

し
い
。
私
も
利
用
す
る
。

成年後見支援センターはどう開設か

社会福祉協議会内で秋ごろ

荒井 敏 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



千曲川堤防（市道路河川課提供）

一般質問

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 18
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

吉田松陰曰く「百年
の時は一瞬にすぎない。
徒に時を過ごすことの
ないように」と！

問
 
２
０
１
９
年
10
月

の
東
日
本
台
風
（
台
風

19
号
）
で
千
曲
川
の
堤

防
が
決
壊
し
た
原
因
に

関
連
し
、
国
土
交
通
省

千
曲
川
河
川
事
務
所
が

住
民
に
「
な
ぜ
穂
保
が

決
壊
し
た
の
か
」
に
つ

い
て
、
２
点
説
明
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
。

市
長
 
（
前
記
の
原
因

が
）
示
さ
れ
た
こ
と
で

「
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
変
更
は
な
い
が
、

市
で
は
、
対
岸
の
県
道

整
備
に
よ
り
嵩
上
げ
と

な
る
高
さ
と
同
等
と
な

る
よ
う
に
、
現
在
、
千

曲
川
河
川
事
務
所
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

い
ま
こ
そ
求
め
ら
れ
る	

分
か
ち
合
う
市
民
意
識

問
 
「
須
坂
市
お
店
限

定
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

･
仮
」
事
業
に
つ
い
て
、

本
事
業
の
主
体
は
お
店

が
抱
え
る
顧
客
・
常
連

客
と
連
携
し
た
事
業
推

進
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
た
め
さ

れ
る
事
業
と
思
う
。「
お

店
」
が
い
か
に
常
連
客

等
の
支
援
を
得
ら
れ
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
事

業
と
も
思
う
が
い
か
が

か
。

市
長
 
利
用
店
の
募
集

に
関
し
て
は
、
今
後
、

事
業
推
進
に
あ
た
っ
て

の
検
討
事
項
の
一
つ
で

あ
り
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
幅
広
い
業
種
の
店

舗
・
事
業
所
で
利
用
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
関

係
す
る
団
体
と
も
協
議

を
行
う
中
、
検
討
し
た
い
。

問
 
長
野
電
鉄
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
利
用
客
が
減
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
春
か
ら
減
便
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
長
野

電
鉄
に
移
動
手
段
を
主

軸
に
置
い
て
い
る
市
民

の
不
便
さ
等
を
沿
線
市

町
村
は
斟
酌
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

市
長
 
今
後
も
安
定
し

た
、
安
全
安
心
は
公
共

交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
様
に
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
大
変
な
状
況

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

都
会
か
ら
の
企
業
の
コ

ロ
ナ
禍
疎
開
受
け
入
れ

を
す
べ
き
だ

問
 
遠
望
す
る
に
、
コ

ロ
ナ
禍
の
こ
の
時
期
に
、

市
は
都
会
か
ら
の
企
業

の
疎
開
移
転
の
受
け
入

れ
促
進
施
策
を
、
積
極

的
に
打
ち
出
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

市
長
 
イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
の
用
地
以
外
で
、

ま
と
ま
っ
た
面
積
の
土

地
は
、
農
地
法
や
都
市

計
画
法
の
規
制
が
あ
り
、

す
ぐ
に
誘
致
で
き
る
用

地
が
無
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

議
員
提
案
の
受
け
入

れ
促
進
は
、
難
し
い
面

も
あ
る
が
、
働
き
方
改

革
と
合
わ
せ
、
リ
モ
ー

ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

に
よ
る
仕
事
も
ス
タ
イ

ル
変
化
に
合
わ
せ
て
、

Ｉ
Ｔ
産
業
の
誘
致
等
も

含
め
、
企
業
誘
致
を
県

や
金
融
機
関
等
と
連
携

し
て
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

な
ぜ
穂
保
が
決
壊
し
た
の
か

堤
防
の
高
さ
が
も
た
ら
し
た
か
も

佐藤 壽三郎 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



地球環境への配慮

一般質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日19
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

今後全国の自治体では、
ケアラーの権利・擁護
を定める支援条例制定
が予想されます

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

問
 
「
県
脱
炭
素
社
会

づ
く
り
条
例
」
で
は
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る

と
し
て
い
る
が
、
総
合

計
画
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

記
載
を
明
確
に
表

記
す
べ
き
で
は
。

市
長
 
第
六
次
総

合
計
画
に
記
載
し

て
い
な
い
が
、
２

０
５
０
年
に
向
け

Ｃ
Ｏ
２
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
第
三

次
環
境
基
本
計
画

に
は
、
県
が
行
っ

た
「
気
候
非
常
事

態
宣
２
０
５
０
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の

決
意
」
に
賛
同
し
、

取
り
組
ん
で
い
く

旨
を
記
載
し
た
。

環
境
保
護
対
策
に
求
め

ら
れ
る
新
時
代
の
消
費

者
像

問
 
エ
シ
カ
ル
消
費

（
※
）
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。

市
長
 
消
費
者
月
間
に

併
せ
「
は
じ
め
よ
う
エ

シ
カ
ル
消
費
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
消
費
生
活
講

座
の
開
催
や
、
広
報
須

坂
で
周
知
・
啓
発
を
行

っ
て
き
た
。

問
 
消
費
者
意
識
の
向

上
や
啓
発
に
、

取
り
組
む
施

策
を
加
速
す

べ
き
考
え
は

あ
る
の
か
。

市
長
 
長
野

県
消
費
生
活

基
本
計
画
で

「
長
野
県
版

エ
シ
カ
ル
消

費
」
の
認
知

度
１
０
０
％

を
目
指
し
て

お
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
公

開
講
座
を
開

催
す
る
な
ど

学
び
の
場
を

提
供
し
、
エ
シ
カ
ル
消

費
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援

問
 
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

を
ど
う
掌
握
し
て
い
る

か
。

健
康
福
祉
部
長
 
要
介

護
者
と
介
護
者
が
と
も

に
65
歳
以
上
で
あ
る
老

老
介
護
世
帯
や
、
認
知

症
を
抱
え
る
認
認
介
護

世
帯
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
、
働
き
な
が
ら
介
護

を
続
け
て
い
く
こ
と
に

困
難
さ
を
感
じ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。

問
 
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー

の
支
援
策
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
ケ
ア

ラ
ー
の
中
に
は
依
存
症
・

ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
家

族
の
世
話
な
ど
、
ケ
ア

を
重
複
し
て
担
っ
て
お

り
、
孤
立
さ
せ
な
い
相

談
支
援
が
重
要
だ
と
考

え
る
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制

定問
 
ケ
ア
ラ
ー
が
抱
え

る
老
老
・
認
認
介
護
な

ど
問
題
が
複
雑
多
様
化

し
て
い
る
中
で
、
須
坂

市
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例

制
定
を
提
案
す
る
が
、

市
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

総合計画にゼロカーボン記載を

2050ゼロカーボンへの決意を記載

堀内 章一 議員

※
エ
シ
カ
ル
消
費

消
費
者
が
各
自
に
と
っ

て
の
社
会
的
課
題
の
解

決
を
考
慮
し
た
り
、
そ

う
し
た
課
題
に
取
り
組

む
事
業
者
を
応
援
し
消

費
活
動
を
行
う
こ
と
。

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



やま保育フィールドの離山

一般質問

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 20
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

社会保障が削られ、非
正規労働者が増える中、
コロナ禍〝板子一枚下
は地獄″の実態が…

所
得
の
負
担
率
15
・
２

％
を
占
め
る
国
保
税

問
 
県
内
「
医
療
費
水

準
の
統
一
」
の
推
進
は
、

医
療
費
の
削
減
が
迫
ら

れ
受
診
抑
制
に
な
ら
な

い
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
市
の

医
療
費
は
県
平
均
よ
り

高
い
が
、
重
症
化
前
に

受
診
す
る
方
が
多
い
た

め
。

問
 
「
応
益
割
合
の
統

一
」
は
、
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
が
重
く
な
り
、

逆
進
性
が
高
く
な
る
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
保

財
政
の
安
定
化
の
た
め

に
は
応
益
割
の
一
定
程

度
の
引
き
上
げ
は
必
要

に
な
る
。

問
 
人
頭
税
と
言
わ
れ

る
均
等
割
・
平
等
割
が

43
％
の
国
保
税
。
コ
ロ

ナ
禍
の
家
計
を
直
撃
し

て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長
 
国
保

税
を
据
え
置
く
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
先
で
き
る
限

り
負
担
を
抑
え
て
い
き

た
い
。

問
 
就
学
前
の
子
ど
も

の
均
等
割
の
５
割
軽
減

は
一
歩
前
進
。
市
独
自

で
新
年
度
前
倒
し
で
軽

減
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
対
象

に
な
る
未
就
学
児
は
２

３
０
人
。
独
自
軽
減
は

実
施
し
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
自
治
体

の
存
在
意
義
を
根
本
か

ら
問
い
か
け
て
い
る

問
 
感
染
者
の
実
態
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
市
内

感
染
者
は
32
人
、
当
初

入
院
は
22
人
（
２
月
末

現
在
）。

問
 
濃
厚
接
触
者
、
ま

た
そ
の
疑
い
で
自
宅
待

機
等
に
な
っ
た
方
の
実

態
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
市
で

は
掌
握
し
て
い
な
い
。

問
 
そ
う
し
た
事
態
の

方
は
、
困
っ
た
こ
と
な

ど
を
ど
こ
に
相
談
で
き

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
健
康

観
察
を
し
て
い
る
保
健

所
に
な
る
。
そ
こ
か
ら

市
に
連
絡
が
あ
れ
ば
手

伝
う
。

問
 
国
保
の
傷
病
手
当

の
申
請
な
ど
、
市
に
相

談
体
制
が
な
い
の
が
実

態
だ
。

市
長
 
市
民
か
ら
相
談

し
て
い
た
だ
く
し
か
な

い
。

問
 
困
窮
者
に
対
し
て

支
援
団
体
と
も
協
力
し

て
、
食
料
品
等
の
提
供

支
援
を
。

健
康
福
祉
部
長
 
市
内

の
食
料
品
募
集
は
市
社

協
が
受
け
付
け
て
お
り
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
等
を

市
広
報
な
ど
で
周
知
し

て
い
く
。

子
ど
も
達
の
歓
声
が
響

く
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
活
動
に
支
援
を

問
 
園
里
郷
土
資
料
館

を
ど
う
位
置
付
け
る
の

か
。

社
会
共
創
部
長
 
ま
る

ご
と
博
物
館
構
想
を
地

域
で
豊
か
に
発
展
さ
せ

る
も
の
。

問
 
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー

ク
離
山
＆
わ
ん
ぱ
く
広

場
の
運
営
へ
の
後
押
し

は
。

社
会
共
創
部
長
 
新
た

な
事
業
補
助
制
度
の
活

用
を
。

問
 
五
味
池
破
風
高
原

の
保
護
と
活
用
の
方
向

性
は
。

社
会
共
創
部
長
 
適
切

な
管
理
の
基
で
保
護
と

活
用
の
両
立
を
図
る
。

貴
重
な
自
然
学
習
の
場
、

重
要
な
観
光
資
源
と
位

置
付
け
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
は
待
っ
た
な
し 

様
々
勘
案
し
て
据
え
置
き
と
し
た

久保田 克彦 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



インター周辺開発予定地
（観光・物流 ･ ものづくり）

シルキー１階を活用した「子育て・就労
総合支援拠点（仮称）整備事業」

一般質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日21
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市全体が元気で活力に
なるよう、行政として
後押しを…

インター周辺開発の進捗は

2020年11月に開発用地全員の同意
問
 
農
業
用
排
水
路
の

整
備
は
。

副
市
長
 
周
辺
農
地
の

地
権
者
様
や
河
東
土
地

改
良
区
と
の
協
議
に
よ

り
、
必
要
な
用
排
水
路

や
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
上
下
水
道
に
つ
い

て
は
、
使
用
水
量
な
ど

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、

道
路
整
備
と
併

せ
た
上
下
水
道

整
備
の
検
討
を

進
め
る
。

問
 
中
心
市
街

地
へ
の
影
響
は

あ
る
か
。

副
市
長
 
観
光

集
客
施
設
は
、

新
た
に
市
の
魅

力
を
発
信
す
る

拠
点
で
あ
り
、

こ
こ
に
来
ら
れ

る
方
々
を
少
し

で
も
市
街
地
へ

誘
導
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
「
ま
る
ご
と
博
物
館

構
想
を
核
と
し
た
、
人
・

地
域
資
源
で
紡
ぎ
だ
す

ま
ち
の
元
気
創
出
事
業
」

に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー

周
辺
開
発
で
の
創
出
客

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。

子
育
て·

就
労
総
合
支
援

拠
点(

仮
称)

整
備
事
業

問
 
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
の
活
用
で
進

め
る
こ
と
だ
が
、
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
の
み

の
活
用
か
。

副
市
長
 
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
の
対
象

範
囲
は
、
施
設
整
備
の

ハ
ー
ド
面
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
整
備
事
業
は

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事

に
該
当
す
る
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
、
授
乳
室
や
午
睡

室
・
お
む
つ
交
換
室
の

ほ
か
、
親
子
で
使
え
る

ト
イ
レ
や
ベ
ビ
ー
コ
ー

ナ
ー
・
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

充
実
す
る
。

問
 
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
数
の
見

込
み
は
。

副
市
長
 
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
も
含
め
た
施

設
全
体
の
利
用
者
数
は
、

５
年
後
に
年
間
延
べ
７

千
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

意
見
 
企
業
で
言
わ
れ

る
「
経
営
資
源
」
と
し

て
捉
え
、
こ
の
資
源
を

有
効
活
用
し
市
の
活
力
・

増
収
・
市
内
企
業
の
新

事
業
に
つ
な
が
る
手
立

て
を
考
え
、
市
民
の
声
・

事
業
者
の
声
等
を
聞
き

入
れ
、
行
政
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
役
を
取
っ
て
、

オ
ー
ル
須
坂
で
元
気
で

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

お
願
い
す
る
。

牧 重信 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



市報のいきいき通信

真ん中に杭がある市道

一般質問

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 22
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市長は非を絶対認めな
い。重箱の隅をつつく
のは市長では！？

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

市
民
対
応

問
 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
の
検
証
と
今

後
は
。

産
業
振
興
部
長
 
大
き

な
経
済
波
及
効
果
。
想

定
以
上
の
応
募
と
な
り
、

販
売
方
法
・
周
知
期
間

等
が
反
省
点
で
あ
り
、

こ
れ
を
活
か
し
今
後
、

販
売
取
扱
店
限
定
の
商

品
券
事
業
を
検
討
。

問
 
買
え
な
か
っ
た
人

へ
の
救
済
措
置
は
。

市
長
 
救
済
措
置
は
し

な
い
。

問 

17
年
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
13
･
９
%
。

19
年
の
平
均
年
収
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
25
位

先
進
７
カ
国
で
は
１
位

の
米
国
が
６
９
０
万
円
、

７
位
の
日
本
は
４
０
５

万
円
。
非
正
規
率
が
40

％
を
超
え
、
コ
ロ
ナ
禍

が
そ
の
雇
用
さ
え
な
く

し
、
貧
困
の
連
鎖
・
教

育
格
差
が
深
刻
な
問
題

だ
。
学
習
支
援
の
充
実
・

給
付
型
奨
学
金
や
免

除
制
度
の
検
討
を
。

教
育
次
長
 
就
学
援

助
制
度
の
対
象
範
囲

を
拡
大
し
て
い
る
。

市
独
自
の
無
利
子
貸

与
型
奨
学
金
や
給
付

の
村
石
母
子
・
父
子

家
庭
特
別
奨
学
金
の

利
用
を
。

行
政
課
題

問
 
ザ
カ
ス
札
・
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
、
保
育
料
の
徴

収
誤
り
、
酒
気
帯
び
運

転
な
ど
職
員
の
不
祥
事

が
多
い
。
部
課
長
は
理

事
者
の
言
動
ば
か
り
気

を
使
い
、
市
民
に
向
い

て
い
な
い
。

市
長
 
職
員
の
不
祥
事

は
深
く
お
詫
び
す
る
。

市
長
の
役
目
は
、
職
員

が
自
由
闊
達
に
で
き
る

環
境
を
創
る
こ
と
で
、

問
題
解
決
型
行
政
を
目

指
し
隠
す
こ
と
な
く
報

道
発
表
し
て
い
る
。

問
 
市
長
が
関
与
し
た

マ
ッ
ス
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
や
相
田
み
つ
を
展
な

ど
口
を
出
す
か
ら
問
題

が
起
き
る
。

市
長
 
イ
ン
タ
ー
周
辺

も
私
が
や
ら
な
い
ほ
う

が
よ
か
っ
た
こ
と
か
。

問
 
２
月
市
報
の
「
市

長
の
い
き
い
き
通
信
」・

メ
ル
マ
ガ
で
「
戸
別
訪

問
」
と
の
記
載
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
選
挙
違

反
だ
と
の
指
摘
。
誤
解

を
招
く
表
記
だ
。

市
長
 
選
挙
期
間
前
の

政
治
活
動
だ
。

問
 
戸
別
と
書
く
こ
と

が
間
違
っ
て
い
る
。
個

別
と
書
く
べ
き
だ
。

市
長
 
選
挙
運
動
期
間

前
の
政
治
活
動
と
し
て

の
戸
別
訪
問
。
法
的
に

問
題
な
い
。

問
 
市
道
の
真
ん
中
に

杭
が
あ
る
車
が
通
れ
な

い
墨
坂
団
地
１
号
線
や

舗
装
が
か
な
り
傷
ん
で

市
民
が
迷
惑
し
て
い
る

須
坂
駅
西
口
線
の
対
応

は
。

ま
ち
づ
く
り
部
長
 
一

部
沿
線
住
民
が
杭
の
撤

去
に
同
意
し
な
い
。
舗

装
は
国
の
予
算
が
つ
い

て
こ
な
い
た
め
。

そ
の
他
 
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
、
消
防
広
域
化
等
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し

た
。

商
品
券
を
買
え
な
か
っ
た
人
へ
の
救
済
は

救
済
措
置
は
し
な
い

宮本 泰也 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



石合 敬 議員

跡地利用は市民要望で

一般質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日23
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

レプリカ展が448万円もするのか

先方の提示額である
問
 
な
ぜ
市
は
本
物
で

な
い
レ
プ
リ
カ
の
相
田

み
つ
展
に
４
４
８
万
円

も
の
多
額
な
経
費
を
か

け
る
の
か
。

市
長
 
㈱
ス
タ
ー
ツ
の

村
石
会
長
よ
り
相
田
み

つ
を
美
術
館
を
紹
介
し

て
も
ら
い
開
催
を
決
め

た
。

問
 
美
術
館
を
通
し
て

の
展
示
会
な
の
に
主
体

が
文
化
振
興
事
業
団
で

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

副
市
長
 
組
織
と
し
て

立
ち
上
げ
た
方
が
よ
い

と
判
断
し
た
。
事
業
団
・

教
育
委
員
会
等
に
も
協

力
し
て
も
ら
う
。

問
 
美
術
館
と
の
交
渉

は
専
門
知
識
を
持
っ
た

学
芸
員
が
不
可
欠
。
な

ぜ
実
行
委
員
会
は
市
の

権
力
の
あ
る
人
だ
け
な

の
か
。

市
長
 
実
行
委
員
に
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
も
入
り
、

学
芸
員
に
も
協
力
を
求

め
る
。

問
 
事
業
費
４
４
８
万

円
の
内
訳
は
。

社
会
共
創
部
長
 
作
品

貸
出
料
２
１
０
万
円
、

輸
送
費
・
保
険
料
80
万

円
、
ス
タ
ッ
フ
派
遣
・

企
画
運
営
費
30
万
円
な

ど
。

問
 
輸
送
費
等
の
80
万

円
は
美
術
品
の
価
格
だ

と
思
う
が
、
コ
ピ
ー
で

あ
り
高
過
ぎ
な
い
か
。

社
会
共
創
部
長
 
様
々

な
開
催
に
際
し
、
専
門

業
者
か
ら
の
見
積
金
額

で
あ
る
。

問
 
展
示
会
の
必
要
性

は
。

市
長
 
相
田
作
品
を
親

子
で
見
て
、
生
き
方
等

に
つ
い
て
の
対
話
を
期

待
す
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問
 
予
約
券
の
期
限
等

の
制
約
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
予
約

券
が
届
け
ば
接
種
時
期

は
本
人
の
判
断
で
よ
い
。

問
 
県
・
国
か
ら
ワ
ク

チ
ン
量
等
の
連
絡
は
あ

る
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
詳
細

な
連
絡
は
ま
だ
来
て
い

な
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
利

用問
 
跡
地
利
用
は
市
民

要
望
を
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
。

副
市
長
 
イ
ベ
ン
ト
広

場
等
で
予
定
し
て
い
る
。

問
 
全
体
構

想
と
し
て
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー

場
・
フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
・
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス

等
の
考
え
は
。

副
市
長
 
検

討
し
て
い
く
。

今
後
の
須
坂

市
動
物
園

問
 
須
坂
市

動
物
園
は
園
内
職
員
の

努
力
・
各
協
力
団
体
で

成
り
立
つ
施
設
。
非
正

規
職
員
が
頑
張
れ
る
の

も
市
営
で
あ
る
か
ら
。

民
営
の
調
査
は
不
安
を

あ
お
る
だ
け
。
こ
の
調

査
は
早
期
に
終
了
す
べ

き
で
は
。

市
長
 
多
方
面
よ
り
検

討
。
民
営
あ
り
き
で
は

な
い
。

ザ
カ
ス
札
・
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
問
題

問
 
不
平
等
問
題
・
交

通
渋
滞
問
題
等
を
ど
の

よ
う
に
精
査
し
た
か
。

市
長
 
販
売
方
法
や
広

報
周
知
期
間
等
に
問
題

が
あ
り
今
後
は
改
善
し

て
い
く
が
、
事
業
所
の

売
上
増
と
な
る
経
済
支

援
策
と
も
な
っ
た
。

本物は高いといって貸
出用のコピー作品で４４
８万円も請求する美術
館って胡散臭くね？

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



須坂市移住応援サイト
スザカでくらす

一般質問

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 24
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

今
後
の
地
域
経
済
活
性
化
対
策
は

販
売
取
扱
店
限
定
の
商
品
券
を
検
討

問
 
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
換
金
状
況
等
の

集
計
結
果
は
。

産
業
振
興
部
長
 
２
月

24
日
ま
で
に
７
回
の
換

金
が
行
わ
れ
、
換
金
率

は
全
体
の
５
億
４
千
万

円
に
対
し
て
99
・
８
％
。

そ
の
内
１
月
27
日
ま
で

の
換
金
が
全
体
の
約
80

％
あ
り
、
年
末
年
始
に

多
く
利
用
さ
れ
た
も
の

と
推
察
で
き
、
市
内
に

経
済
波
及
効
果
を
も
た

ら
し
た
と
考
え
る
。

問
 
商
品
券
の
業
種
別

利
用
状
況
の
分
析
は
。

産
業
振
興
部
長
 
換
金

額
が
多
い
順
に
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
、
自
動
車
・

バ
イ
ク
関
連
、
家
電
・

電
気
で
、
上
位
３
業
種

が
占
め
る
割
合
は
約
55

％
。
昨
年
実
施
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
時
が
約
80
％
で
あ

っ
た
の
に
対
し
大
型
店

の
占
め
る
割
合
が
下
が

っ
て
お
り
、
今
回
の
方

が
個
人
商
店
・
事
業
所

に
広
く
行
き
渡
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

問
 
商
品
券
販
売
の
公

正
公
平
・
透
明
性
を
保

つ
に
は
。

産
業
振
興
部
長
 
今
回

事
業
の
反
省
点
と
し
て
、

広
報
須
坂
へ
の
掲
載
な

ど
事
前
に
余
裕
を
持
っ

た
広
報
に
よ
る
周
知
や
、

公
平
性
を
確
保
し
た
販

売
方
法
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

移
住
・
定
住
の
促
進

問
 
須
坂
市
の
転
入
超

過
の
状
況
の
分
析
は
。

総
務
部
長
 
年
代
別
の

移
動
状
況
で
は
、
15
歳

～
24
歳
の
進
学
・
就
職

世
代
で
社
会
減
。
０
歳

～
14
歳
と
30
歳
～
39
歳

の
子
育
て
世
代
で
は
社

会
増
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
別
で
は
、
県
外

で
は
首
都
圏
や
中
京
圏

か
ら
の
移
住
者
が
多
く
、

県
内
で
は
長
野
市
や
中

野
市
な
ど
近
隣
市
町
村

か
ら
の
転
入
者
が
多
い
。 

問
 
移
住
支
援
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長
 
信
州
須
坂

移
住
支
援
チ
ー
ム
を
設

置
し
7
年
目
に
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
東
京
や
大
阪
・

名
古
屋
で
移
住
相
談
会

を
開
催
し
、
須
坂
市
へ

の
移
住
希
望
者
と
面
談

を
行
い
、
移
住
体
験
ツ

ア
ー
や
空
き
家
バ
ン
ク

の
紹
介
を
通
し
て
移
住

者
を
増
や
し
て
き
た
。

仕
事
や
住
居
を
一
括
し

て
紹
介
す

る
「
移
住

支
援
須
坂

モ
デ
ル
」

の
取
り
組

み
も
少
し

ず
つ
成
果

を
上
げ
、

移
住
支
援

チ
ー
ム
サ

ポ
ー
ト
に

よ
る
移
住

者
は
２
月

末
現
在
で

１
９
２
人

に
な
っ
て

い
る
。

問
 
企
業
向
け
の
移
住

定
住
促
進
の
た
め
の
補

助
金
制
度
設
定
の
考
え

は
。

総
務
部
長
 
現
在
は
「
須

坂
市
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

業
・
創
業
移
住
支
援
金
」

が
あ
る
。
現
時
点
で
は

テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
企
業

向
け
の
補
助
金
に
関
し

て
は
予
定
し
て
い
な
い
。

今
後
、
シ
ル
キ
ー
１

階
の
子
育
て
支
援
・
就

労
支
援
な
ど
複
合
機
能

施
設
整
備
事
業
の
中
で
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
有
効

活
用
を
検
討
す
る
予
定
。

新型コロナで疲弊して
いる市内の事業者の救
済に、早急の経済支援
策を要望する！

古家 敏男 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



上水道で活用する野辺原畑潅の井戸

一般質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日25
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

地下水の活用拡大を規制緩和で

検討会で議論して早期改正へ

水資源活用は須坂市発
展に必須です

地
下
水
の
活
用

問
 
こ
れ
ま
で
２
回
開

催
し
た
水
資
源
保
全
条

例
等
改
正
検
討
委
員
会

で
の
協
議
内
容
は
。

副
市
長
 
平
成
29
年
か

ら
３
年
間
に
渡
る
実
態

調
査
の
結
果
、
地
下
水

の
更
な
る
活
用
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
持
続
可
能
な
地
下

水
の
保
全
を
し
な
が
ら
、

ど
の
程
度
活
用
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
か
検
討

す
る
た
め
、
学
識
経
験

者
･
事
業
者
･
環
境
団

体
等
の
方
々
に
ご
参
集

い
た
だ
き
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

問
 
委
員
会
の
中
で
課

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
何
か
。

副
市
長
 
持
続
可
能
な

保
全
と
活
用
を
図
る
上

で
、
全
て
の
井
戸
が
持

続
的
に
活
用
で
き
、
湧

水
や
地
下
水
が
枯
渇
し

な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う

な
内
容
に
条
例
等
を
改

正
す
る
か
が
課
題
で
あ

る
。

問
 
許
可
要
件
の
緩
和

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
改
正
を
考
え
て
い

る
の
か
。

副
市
長
 
学
識
経
験
者

か
ら
は
、
過
去
に
地
下

水
位
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

実
績
は
な
く
、
将
来
が

不
明
な
の
で
、
あ
る
程

度
の
揚
水
量
の
上
限
を

設
け
、
３
～
４
年
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
も
と
に
そ
の

都
度
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
の
意

見
で
あ
る
。
今
後
、
た

た
き
台
を
示
し
、
多
面

か
ら
も
十
分
議
論
し
た

後
、
検
討
会
で
の
決
定

を
得
た
上
で
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
改
正

し
て
い
き
た
い
。

問
 
住
民
や
企
業
へ
の

周
知
等
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

副
市
長
 
条
例
改
正
後
、

施
行
前
に
、
井
戸
利
用

者
な
ど
幅
広
く
市
民
に

向
け
て
説
明
会
を
開
催

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
等
で
も
周
知
し
た

い
。

須
坂
市
由
来
の
書
家
や

画
家

問
 
幕
末
か
ら
昭
和
ま

で
に
活
躍
し
た
、
書
家

２
人
「
北
村
方
義
」「
中

島
淡
水
」
日
本
画
家
６

人
「
牧
方
丘
」「
青
木
雲

山
」「
中
村
正
章
」「
駒

津
璋
嶺
」「
松
倉
松
亭
」

「
山
本
富
之
助
」
の
保
存

と
展
示
の
取
り
組
み
状

況
は
。

社
会
共
創
部
長
 
議
員

紹
介
の
書
家
や
画
家
な

ど
の
作
品
は
、
博
物
館

所
蔵
資
料
で
は
計
43
点

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

行
っ
た
。
個
人
所
蔵
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
博
物
館
で
開

催
し
た
企
画
展
等
で
お

借
り
し
た
作
品
は
、
借

用
書
等
か
ら
所
有
者
が

分
か
る
が
、
そ
れ
以
外

の
作
品
展
等
の
記
録
は

残
っ
て
い
な
い
。
須
坂

出
身
の
作
家
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
は
必
要
で
あ

り
、
再
来
年
か
ら
予
定

の
特
別
展
の
準
備
と
開

催
を
し
な
が
ら
情
報
収

集
を
し
、
整
備
を
進
め

て
い
く
。

荒井 一彦 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



完成した〝エコパーク須坂〟

一般質問

令和 3 年 5 月 1 日　第 165 号 26
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

政
策
決
定
へ
の
女
性
の
参
画
状
況
は

目
標
40
％
に
達
成
で
き
て
い
な
い

多用性を認め合う社会。
第六次須坂市総合計画
が作成された。
絵に書いた餅にしない

問
 
女
性
の
社
会
参
画

促
進
と
政
策
決
定
過
程

へ
の
参
画
状
況
は
。

社
会
共
創
部
長
 
市
の

審
議
会
等
へ
の
女
性
委

員
の
割
合
は
、
35
・
３
％
、

前
年
比
０
・
９
ポ
イ
ン

ト
増
と
な
っ
た
が
目
標

値
40
％
に
は
達
し
て
い

な
い
。

問
 
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
は
。

社
会
共
創
部
長
 
昨
年

８
月
か
ら
従
来
の
時
差

出
勤
制
度
を
さ
ら
に
拡

大
し
、
す
べ
て
の
職
員

を
対
象
に
取
得
し
や
す

い
よ
う
整
備
。
在
宅
勤

務
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
も

試
行
。
女
性
職
員
の
活

躍
な
く
し
て
は
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
発
展

は
な
い
こ
と
を
念
頭
に

お
き
、
公
正
公
平
を
基

本
に
、
管
理
職
へ
の
登

用
・
人
事
配
置
を
実
施

し
て
い
く
。

五
味
池
破
風
高
原
を
中

心
と
し
た
観
光
振
興

問
 
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
配
置
す
る
目
的
は
。

産
業
振
興
部
長
 
都
会

で
培
っ
た
先
見
性
と
時

流
に
乗
っ
た
ア
イ
デ
ア

を
生
か
し
た
キ
ャ
ン
プ

や
登
山
等
の
受
入
体
制
・

環
境
整
備
を
行
い
シ
ー

ズ
ン
通
し
て
利
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

問
 
冬
季
活
動
に
つ
い

て
。

産
業
振
興
部
長
 
豊
丘

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
、
森
林
資
源

を
生
か
し
た
活
性
化
策

を
検
討
、
地
域
課
題
を

発
見
し
、
解
決
す
る
こ

と
に
参
画
し
て
い
く
。

問
 
県
道
五
味
池
高
原

線
の
道
路
拡
幅
工
事
の

予
定
は
。

産
業
振
興
部
長
 
現
時

点
で
予
定
は
な
い
。

〝
エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
〟
供

用
開
始

問
 
安
心
安
全
な
施
設

で
あ
る
こ
と
を
今
後
経

過
で
示
す
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
が
。

市
民
環
境
部
長
 
粉
じ

ん
や
騒
音
の
発
生
抑
制

対
策
や
有
害
鳥
獣
対

策
・
樹
木
の
管
理
・
周

辺
の
清
掃
・
美
観
保
全

に
も
尽
力
し
て
い
く
。

問
 
埋
立
物
搬
入
に
際

し
て
の
交
通
安
全
対
策

と
、
埋
立
地
に
お
け
る

防
止
対
策
は
万
全
か
。

市
民
環
境
部
長
 
仁
礼

町
内
の
走
行
速
度
は
30

㎞
/h
以
内
を
厳
守
。
搬

入
時
間
は
９
時
～
15
時

で
小
中
学
生
の
登
校
時

間
を
避
け
る
。
粉
じ
ん

の
飛
散
防
止
対
策
と
し

て
、
強
風
時
の
埋
立
中

止
・
散
水
・
即
日
覆
土

し
て
い
く
。

問
 
施
設
見
学
会
の
開

催
予
定
は
。

市
民
環
境
部
長
 
２
月

27
日
に
内
覧
会
を
開
催

し
、
１
０
０
名
以
上
の

方
が
見
学
。
小
中
学
校

で
も
見
学
会
を
企
画
予

定
し
て
い
る
。

問
 
地
元
地
域
振
興
策

は
示
さ
れ
た
の
か
。

市
民
環
境
部
長
 
地
域

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
、

集
会
場
の
施
設
整
備
の

改
修
に
つ
い
て
、
正
式

な
文
書
で
要
望
は
ま
だ

な
い
。

西澤 えみ子 議員

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



令和２年の成人式の様子

一般質問

第 165 号　令和 3 年 5 月 1 日27
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

成人式関連事業者への支援策は

特化した支援はできない

水越 正和 議員

縦割り行政の弊害を 
打破しなければ

問
 
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
誰
が
成
人
式

の
中
止
を
決
断
し
た
の

か
。

市
長 

11
月
の
連
休
後
、

首
都
圏
を
中
心
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
進
み
、
全
国

的
に
成
人
式
の
中
止
や

延
期
す
る
市
町
村
が
続

出
し
た
。
内
部
で
検
討

を
重
ね
、
副
市
長
、
教

育
長
、
所
管
課
と
も
協

議
を
す
る
中
で
12
月
22

日
に
私
が
中
止
を
決
断

し
た
。

問
 
中
止
の
理
由
は
。

市
長
 
式
典
そ
の
も
の

は
コ
ロ
ナ
対
策
を
す
れ

ば
可
能
だ
が
、
式
後
の

会
食
等
に
よ
り
感
染
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
そ

こ
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
す
れ
ば
、
地
域
医
療

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
。
更
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
通
せ

な
い
事
か
ら
中
止
と
し

た
。

問
 
市
議
会
議
員
へ
の

中
止
連
絡
が
遅
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

市
長
 
当
事
者
に
い
ち

早
く
伝
え
る
た
め
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や
、

報
道
機
関
へ
の
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
等
に
時
間
を

費
や
し
て
し
ま
い
、
議

会
関
係
者
へ
の
連
絡
を

失
念
し
て
し
ま
っ
た
。

配
慮
が
至
ら
な
か
っ
た

点
は
、
お
詫
び
を
す
る
。

問
 
新
成
人
や
親
族
の

心
情
を
ど
の
程
度
し
ん

酌
し
た
の
か
。

市
長
 
コ
ロ
ナ
禍
で
も

開
催
で
き
る
よ
う
に
出

席
者
の
抑
制
、
開
催
時

間
の
短
縮
等
の
対
策
を

取
り
、
新
た
な
試
み
と

し
て
リ
モ
ー
ト
参
加
が

可
能
な
よ
う
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

同
時
配
信
の
準
備
も
進

め
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
開
催

し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

関
係
者
の
心
情
を
考
え

る
と
心
苦
し
い
が
、
市

民
の
健
康
と
安
全
を
最

優
先
し
た
。

問
 
新
成
人
に
対
す
る

今
後
の
対

応
は
。

市
長
 
新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症

対
策
を
十

分
に
と
っ

た
上
で
、

旧
友
と
の

集
い
の
場

を
設
け
た

い
。

問
 
成
人

式
関
連
の

事
業
者
へ

の
経
済
支

援
策
は
。

市
長
 
成

人
式
関
連

の
事
業
者

は
様
々
あ
る
。
ま
た
、

中
止
の
影
響
は
業
種
や

規
模
に
よ
っ
て
も
違
う
。

こ
の
た
め
成
人
式
に
関

連
し
た
業
者
に
特
化
し

た
支
援
は
で
き
な
い
。

問
 
特
化
し
た
支
援
策

の
み
を
求
め
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
別
の
部
署

（
商
業
観
光
課
）
で
検
討

し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
対
象
事
業

者
に
成
人
式
関
連
の
事

業
者
を
加
え
れ
ば
支
援

策
に
な
る
と
思
う
が
。

市
長
 
特
化
し
た
支
援

策
と
考
え
て
い
た
の
で

で
き
な
い
と
答
弁
を
し

た
が
、
提
案
さ
れ
た
方

法
で
よ
け
れ
ば
検
討
す

る
。

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



■■■■■■ ３月定例会の議決結果 ■■■■■■

全会一致による可決案件

番  号 件        名

議案第３号
市庁舎空調設備等改修工事機械設備工事請負契
約の締結
金額 :2 億 8,050 万円●●相手方 : ㈱信東産業

議案第４号
旧長野県須坂青年の家建物等解体撤去工事請負
変更契約の締結
変更前 ●1 億 8,898 万円
変更後 ●2 億 58万 5千円

議案第５号
長野市及び須坂市における連携中枢都市圏形成
に係る連携協約の一部を変更する連携協約の締
結
高次の都市機能の集積・強化に関する取組等を加える

議案第６号
長野広域連合規約の変更
若槻デイサービスセンターの管理及び運営に関する事務の廃
止・特養須坂荘を社会福祉法人に移管すること等に伴う変更

議案第７号
辺地に係る総合整備計画の策定
令和３～７年度までの５カ年にわたり峰の原高原の公共的施
設を整備するための計画

議案第８号 市道の変更
市道２路線の区域等を変更

議案第９号
監査委員に関する条例の一部改正
現金出納検査の期日・監査結果の報告書の提出及び公表の期
限を改める等

議案第１０号 福祉医療費給付金条例の一部改正
自動償還払い方式から現物給付方式に改める

議案第１１号 地域人権交流施設条例の一部改正
本郷人権ふれあいセンターの廃止に伴い規定を削る

議案第１２号
国民健康保険税条例の一部改正
税の軽減判定に係る所得の算定について、基礎控除額を 33
万円から 43万円に引き上げる等

議案第１３号
介護保険条例の一部改正
令和３～５年度までの第１号被保険者に係る保険料率・基準
所得金額、所得段階を改める等

議案第１４号
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正
基準の改正に伴い所要の整備を行う

議案第１５号

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
基準の改正に伴い所要の整備を行う

議案第１６号
指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の一部改正
基準の改正に伴い所要の整備を行う

議案第１７号

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部改正
基準の改正に伴い所要の整備を行う

議案第１８号 勤労者研修センター条例の一部改正
第２勤労者研修センターの廃止に伴い規定を削る

議案第１９号

2020年度一般会計補正予算第 15号
5億 8,627 万 4千円増
（信州須坂ふるさと応援寄付金返礼品等 ･森上小学校大規模
改造等工事 ･認定農業者等のハウス整備やスマート農業の取
組等）

議案第２０号
2020年度国民健康保険特別会計補正予算第４
号
△1億 4,353 万 3千円 （保険給付費 ･保健事業費精査等）

議案第２１号
2020年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計補正予算第２号
10万 9千円増 （基金利子収入増等）

番  号 件        名

議案第２２号 2020年度介護保険特別会計補正予算第３号
△8,627 万 8千円 （保険給付費 ･地域支援事業費精査等）

議案第２３号
2020年度後期高齢者医療特別会計補正予算第
３号
△514万 2千円 （保険料減見込み ･期高齢者医療広育連合
納付金）

議案第２４号

2020年度水道事業会計補正予算第３号
収益的収入● 150万円増（固定資産売却による利益）
〃 支出● △ 708万 1千円（人件費 ･償還金利子精査）
資本的収入 ●3 千円（固定資産売却代金）
〃 支出● △ 3億 3,105 万 9千円（事業費等精査）

議案第２５号

2020年度下水道事業会計補正予算第１号
収益的収入●●1 億 466万 3千円
    （流域下水道維持管理負担金確定による返還金）
 〃 支出●●●1,573 万 3千円（人件費 ･償還金利子精査）
資本的収入●●●△ 2億 2,656 万 8千円（企業債）
 〃 支出●●●△ 2億 2,811 万 4千円
      （工事請負費 ･流域下水道事業建設負担金）

議案第２６号
2020年度宅地造成事業会計補正予算第１号
収益的収入●●△ 629万 3千円
 〃 支出●●△ 457万円（野辺地籍売却繰り延べによる収益・
原価）

議案第２８号 2021年度国民健康保険特別会計予算
51億 1,405 万 8千円

議案第２９号
2021年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計予算
780万 1千円

議案第３０号 2021年度介護保険特別会計予算
45億 7,453 万 6千円

議案第３１号 2021年度後期高齢者医療特別会計予算
7億 1,283 万 9千円

議案第３２号
2021年度須坂市水道事業会計予算
収益的収入●12 億 5,085 万 4 千円・支出●11 億 5,956 万 8
千円
資本的収入●1 億 999万 6千円・支出●10 億 3,598 万円

議案第３３号
2021年度下水道事業会計予算
収益的収入●19 億 1,006 万円・支出●18 億 1,240 万 2千円
資本的収入●13 億 8,217 万 2 千円・支出●20 億 9,047 万 1
千円

議案第３４号
2021年度宅地造成事業会計予算
収益的収入●●1,445 万 7千円
 〃 支出●●1,388 万 4千円

議案第３５号 長野広域連合規約の変更に伴う財産処分の協議
特養須坂荘を社会福祉法人に移管することに伴うもの

議案第３６号
2020年度一般会計補正予算第 16号
200万円増
（財政調整基金に積立、災害弔慰金等支給事業について県か
ら受けた補助金を返還）

同意第２号 教育委員会教育長の任命（同意）
小林 雅彦氏（再任）

同意第３号 公平委員会委員の選任（同意）
古平 幸正氏（新任）

同意第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任（同意）
坂田 賢一氏（再任）

議会第１号
須坂市議会会議規則の一部改正
本会議等への欠席事由として育児・看護・介護等を明文化、
市議会に対する請願に係る署名押印の見直し等
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４月１日 
特養「須坂荘」が 

グリーンアルム福祉会
に移管されました

『エコパーク須坂』竣工式
（3 月13 日）

賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

議案等名

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所
属ク 自民・公明クラブ 貴和会 志

政
市民
ク

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

西
澤
え
み
子

石
合 

敬

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田 
剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

塩
﨑
貞
夫

宮
坂
成
一

議案
第 27 号

2021 年度
一般会計予算

文化活動振興事業
相田みつを展実行
委員会負担金に
関する減額修正案
（賛成６：反対 12）

否決 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ●－ ○

原案
（賛成 10：反対８） 可決 ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○－ ●

●☆ ○は賛成 ●は反対
●☆ 議長 塩﨑貞夫 は可否同数以外は採決に加わらない
●☆ 会派名の略称：無所属ク→無所属クラブ 共産→日本共産党 志政→志政会 市民ク→須坂市民クラブ
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長
野
広
域
連
合
議
会 

定
例
会

２
月
５
日

広域連合議会等報告

一
般
会
計
、
老
人
福
祉

施
設
等
運
営
事
業
・
ご
み

処
理
施
設
事
業
特
別
会
計

な
ど
令
和
３
年
度
予
算
等

が
議
決
さ
れ
た
。

当
市
関
係
の
主
な
も
の

• 

須
坂
市
の
最
終
処
分
場

の
運
営
事

業
者
に
決

定
し
た
代

表
企
業
の

ト
ー
ヨ
ー

ク
リ
エ
イ

ト
㈱
と
12

月
15
日
に

５
年
２
カ

月
の
委
託

契
約
を
締

結
。
同
所

の
工
事
請

負
契
約
を

一
昨
年
の
台
風
災
害

の
影
響
か
ら
１
８
７

５
万
５
千
円
増
額
し
、

14
億
９
１
４
０
万
４

千
円
と
す
る
請
負
契

約
を
締
結
。

• 

次
期
最
終
処
分
場
整

備
事
業
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
度
候
補
地

決
定
に
係
る
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
回
目
の
一

般
質
問
が
試
行
さ
れ
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
広
域

処
理
へ
の
対
応
・
消
防

の
広
域
化
・
最
終
処
分

場
に
お
け
る
地
元
貢
献

等
に
つ
い
て
質
し
た
。

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
令
和
元
年
度
財

産
組
合
決
算
認
定
ほ
か
２

件
。令

和
元
度
財
産
組
合
会

計
決
算
認
定
で
は
、
平
成

30
年
度
決
算
と
比
較
し
て

歳
入
88
･
２
％
、
歳
出

86
･
２
％
で
、
前
年
度
を

下
回
る
決
算
と
な
っ
た
。

令
和
３
年
度
予
算
は
、

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

４
８
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
農

林
水
産
業
費
で
協
議
会
負

担
金
や
議
員
報
酬
等
１
２

７
万
２
千
円
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算

は
、
既
定
の
予
算
の
総
額

か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
０
５
万
８
千
円
を
減

額
し
、
累
計
額
を
34
万
２

千
円
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。

高
山
村
外
一
市
一
町
財
産
組
合

２
月
18
日

須
高
行
政
事
務
組
合

２
月
17
日

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

補
正
予
算
案
１
件
・
当
初

予
算
案
１
件
の
計
２
件
で

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

２
０
２
１
年
度
予
算
の

総
額
は
２
億
４
０
６
９
万

１
千
円
。

歳
入
で
は
、
組
織
市
町

村
負
担
金
２
億
８
０
１
万

９
千
円
の
ほ
か
、
松
川
苑
及

び
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
の
使
用

料
・
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
投
入

手
数
料
等
を
計
上
し
た
。

歳
出
で
は
、
し
尿
処
理

事
業
費
に
１
億
２
０
０
２

万
８
千
円
を
計
上
し
た
ほ

か
、
松
川
苑
及
び
サ
マ
ー

ラ
ン
ド
の
管
理
運
営
費
・

休
日
緊
急
診
療
事
業
費
等

を
計
上
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
補

正
予
算
の
総
額
は
６
９
８

万
円
減
額
で
、
主
な
理
由

は
人
件
費
・
需
用
費
等
の

精
査
に
よ
る
も
の
。
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月　日 曜 種　別 開議時刻 摘　要

6 月 7 日 月 本会議 10:00 開会 
議案上程・提案説明・議案質疑 等

15 日 火

本会議 9:30 一般質問
16 日 水

17 日 木

18 日 金

21 日 月

委員会 9:00

経済建設分科会・委員会

22 日 火 総務文教分科会・委員会

23 日 水 福祉環境分科会・委員会

28 日 月 委員会 9:00 予算決算特別委員会

30 日 水 本会議 11:00 委員長報告・質疑・討論・採決 
閉会

文芸協のご協力で議場が華やかに

２年間市議会の広報活動に 
取り組んでいきますので 
よろしくお願いします。

特別委員会が
	 新体制でスタート

!		!広報

編

集

後

記

編

集

後

記
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
、
昨
年
は
中

止
に
な
っ
た
「
さ
く
ら
ま

つ
り
」
が
、
今
年
は
４
月

３
日
か
ら
始
ま
り
賑
わ
い

ま
し
た
。
ボ
ー
ト
に
乗
り
、

お
で
ん
・
お
団
子
を
食
べ

な
が
ら
桜
を
楽
し
む
家
族

連
れ
・
・
・
。

４
月
８
日
、全
県
に「
医

療
警
報
」、
長
野
圏
域
の

感
染
警
戒
レ
ベ
ル
を
５
に

引
き
上
げ「
特
別
警
報
２
」

が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
25

日
ま
で
の
「
さ
く
ら
ま
つ

り
」
が
11
日
で
終
了
。
残

念
で
す
が
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
収
束
ま
で
頑

張
ら
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。今

期
も
折
り
返
し
の
２

年
が
過
ぎ
、
広
報
特
別
委

員
会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
興
味
を
持
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
「
こ

ん
に
ち
は
須
坂
市
議
会
で

す
」
を
作
成
す
る
決
意
で

す
。 

（
竹
内
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

竹
内 

勉

副
委
員
長 

岡
田
宗
之

委

員 

牧 

重
信

 

荒
井
一
彦

 

宮
本
泰
也

 

酒
井
和
裕

 

宮
坂
成
一

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けのアル
コール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。

令和 3 年 会期日程（予定）6月定例会

一般質問通告要旨は６月９日以降、地域公民館等にあります。
※上記日程は都合により変更する場合があります。

傍聴にお越しください

傍聴を希望される方は、原則、自由に議場
または委員会室（須坂市役所東庁舎３階）の
傍聴席にお入りいただくことができます。

須
坂

市
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

http://w
w

w
.city.suzaka.nagano.jp/

こ
の

印
刷

物
は

環
境

に
配

慮
し

て
、

再
生

紙
、

大
豆

油
イ

ン
ク

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
無

断
転

用
禁

止

議
会

E-m
ail 

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印

刷
 

共
和

紙
器

印
刷

株
式

会
社

印
刷

部
数

 
19500

部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

46
円

）

電
話

 026-245-1400
〒

382-8511
長

野
県

須
坂

市
大

字
須

坂
1528

－
1

（
議

会
事

務
局

専
用

 026-248-9014）

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

■■■ 令和 3 年 3 月定例会本会議をインターネットで録画配信中 ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎ 録
画
中
継
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